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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　イスラーム地理学史では、西暦9世紀からIO世紀あるいは11徴紀までを古典期とする説が
有力である｝〉。この時期の地理学は、自然地理学においては、「経度と緯度の学」と称される
数理・天文地理学が中心であり、他方、人文地理学においては、イスラーム圏に焦点を当て
た「諸道と諸国の学」と、非イスラーム圏も同等に扱う「国々の奇事の学」という、共に記
述・地誌的地理学とも言うべき分野が2大潮流となり、地理学全体でも主流を占めるに至るユ）。
本稿では、こうした入文地理の分野を申心に、この時期一但し西暦10世紀まで一に著された
個々の地理書について、主にその内容と特徴、そして後世への影響を紹介することを通して、
イスラーム地理学吉典期の実態と位置付けを幾分かでも明らかにしてみたい。なお、この時
期の地理書に影響を与えた歴史書などにも触れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
　イスラーム以前のアラブ人の地理的知識に関しては、主に文字資料一アラビア語古詩やク
ルアーンとハディース（聖伝承）など一に拠るところが大きい。古詩には、アラビア半島内
の居住地・水場・放牧地・山地などへの言及が見られる3）。そして、クルアーンとハディース
からは、Mlsrエジプト、　Babi1バビロニア、聖地（パレスチナ）といった近隣地域の名や、バ
ビロニア起源あるいはゾロアスター教やユダヤ・キリスト教系統、そしてアラブ固有の伝統
的地理概念、例えば7天7地説、2大海説、大地鳥形説などが、アラブ人の問に知られてい
たことが分かる‘）。また、後の時代の資料に拠ると、彼らはnaw’（或る特定の星が沈むこと）
に基づく気象情報など、自然環境をめぐる知識も有していたようだ5）。
　西暦7世紀のイスラーム時代になると、宗教上および軍事・政治上の要求が地理学の確立
を促した。すなわち、礼拝時刻やqibia（礼拝の方角）を決めることは後の数理・天文地理学
の、メッカ巡礼、各地の征服・統治は後の記述・地誌的地理学の素地となったのである。加
えて、イスラーム期に入ってますます盛んになった陸海の通商活動が後者の地理学に養分を
与えた6＞。そして、この世紀後半のウマイヤ朝期には、各征服地一東はKhurasan（現在のイ
ラン北東部）から蔭はIfrtqiya（現在のチュニジア地方）まで一の長所を描いた報告fada’ilが
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アラビア語で幾つも記され、記述・地誌的地理学の一つの萌芽となった7｝。
　次いで8世紀に入ると、イスラーム圏は東はMa　wara’an－nahr（トランスオクシアナ）・
as－Sind（インダス流域）、酉はal－Andal縫s（イベリア半島）・al－Ma琴hrib（北アフリカ）と3大
陸に広がり、ムスリムたちの地理的知識も拡大の一途を辿った。そして、後半のアッバース
朝期を迎えると、商業の更なる活性化に伴い、ムスリム商入の活動は、東は中国、北はブル
ガール（ヴォルガ中流域）、南は棄アフリカ沿岸部やサハラ以南にまで及び、彼らからもN々、
新しい情報が入ってきた。また、首as　Baghd含dの研究機関Bayt　al－hikma「知恵の館」などを
拠点に、サンスクリット語、パフラヴィー語、ギリシア語あるいはシリア語などの諸学術書
の翻訳活動が盛んになり、インドのS9　siddhanta、イランのZik－tShαhri＞・6r6n、　Claudios　Ptolemaeus
（168年頃没）のMεgα1ε轡吻碗y∫盗淑roηo槻cαといった、外来の天文書もアラビア語に訳さ
れた8）。更に、遅くとも次の9世紀前半までには、同じPtolemaeusの地理書Geographice
Hyphegesisや、おそらくMarinus（130年頃没）の地理書も翻訳され、ササン朝の行政地理書
などと共に、これらの天文書と地理書は後のアラビア語地理書の典範として用いられる9＞。
　こうして、7前世紀から蓄積されてきたムスリムたちの地理的知識は、外来の知識の摂取・
適用によって、体系付けられてゆき、従来の曖昧であった地理概念も、例えば、大地は球体
で、宇宙の申心を占めると明確に定義されるようになり、クルアーンやハディースは、どち
らかと言えば、地理学の有用性を説く目的や地理をめぐる知識に宗教的裏付けを与える目的
で利用されるようになった1°）。そして、地理に関係する本格的な作晶も登場し始め、上記の
siddh2nta（アラビア語でsindhiRd）やzak〈アラビア語でztj）を利用したa1－Faz頷一Ab温s陥q
Ibra嬉m　b．　Habibか、　Aba‘Abd　Allah　Muhammad　b．　Ibrah重m　b．　Nab言b・一■■によるK．　az－Zク『天文
表』（786年以後）などが著されたと伝えられるtl）。
　以上の前史的設階を経て、9世紀に入ると、次々と本格的な地理書が生み出され、イスラー
ム地理学の確立期を迎えることになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澱）
　まず現れたのが、数理・天文地理学に属する‘llm　al－Atwal　wa－’　1－‘Urfid「経度と緯度の学」
と呼ばれる分野の著作である。上述したal－Fazariの作品の後を受けて、　Ptelemaeusの天文書・
地理書の影響も強くなる中で、al－Khuwarizmi（846年以後没）の1（50磁aみard『大地の姿』
がこの分野の最初の本格的な作品として登場する。以後、al－Farghani（861年以衡斐）の
K．　Jawam2‘tiim　an－nujam　wa－’　1・harakat　as　－sam　fi　wr’ya『星と天体運動との学の集成』をはじめ、
al－Kindi（874年没）のK　Rasm　a1－ma　‘m∂r　min　a／　一・ard『大地の居住域の描写S、そしてal－Battiini
（929年没）のK．　az－Zfj　as－Sabi’f『サービア天文表Sなどが著された。
　al－Khuwarizm2、すなわちKhuwarizmホラズム出身のAba　Ja‘　far　Muhammad　b．　Mtisaは、アッ
バース朝第7代カリフal－Ma’man（在位813－33年）の時代、　Baghdadの「知恵の館」で活躍
し、このカリフに捧げられた世界地図の作成にも加わったと考えられる、数学家・天文家・
地理家であり、ヨーロッパでは代数学の父一1K．　a1－MukhtaS　ar　fi　hisab　a1－jabr　wa－　’1－mαq6bala窪集
合と分割の計算に関する要説』（通称、al－Jabr　wa－　’1－muqa“bala）を著した一としてAlgorithrnl、
Algorithmusというラテン語名で知られている］2）。
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　彼の地理書『大地の姿S（830年墳〉は、現在知られているもの一序文などを欠く一では、
居住地域、すなわち赤道以南（赤道～南緯16度25分）・第1iqllm　f気候帯」（赤道～北8＃16度
27分）・第2「気候帯」（～北緯24度0分）・第3「気候帯」（～30度22分）・第4「気候帯」（～
36度0分）・第5「気候帯」（～41度0分）・第6f気候帯」（～45度0分）・第7　Y気候帯」（～48
度0分）・第7「気候帯」の後方（～63度0分）の各々にある町々の経緯度；同じく各「気候
帯」にある繊々の始めと終わりの経緯度など；西と北の外海（大西洋北部）、Tanja・
Martfinlya・瞼iqiya・Barqa・Misr・ash－Shamなどの海（地中海）、　al－Qulzumの海（紅海）と
緑・as－Sind・al－Hind・as－S？nの海（アラビア海～シナ海）とa！・・Basraの海（ペルシア湾）、す
なわち大海（インド洋）、Khuwarizmの海（アラル海）とJurjan・　Tabaristan・ad－1）aylamの海
（カスピ海）、暗黒の海（大薦洋南部）の各々の経緯度を使った形状；西の外海、Tanja・
Mart含niya・瞼igiya・Barqa・ash－Shamの海、　al－Qulzumの海、緑・as・・Sind　・　al－Hind・as－Sinの
海、al－Basraの海、　Jurjan・Tabaristanの海の各々にある島々の経緯度を使った形状；諸地方
の中央の各経緯度；赤道以南、第1「気候帯」・・・…　　第7「気候帯」の後方の各々にあ
る河川の経緯度を使った形状を記したものとなっているL3＞。
　この書は本体たる地図に付けた説明書と考えられる。そして、Ptolemaeusの前掲の地理書
に依拠したものであるが、新たにイスラーム世界での観測によって得られたデータを取り入
れ、地中海の長さなどに修正を加えている。以後、前掲したal・・Battaniの書や、　Suhrab（945
以後没？）の1（ス1だ’1δ8盈g61肋a3－5aわ‘a野気候帯の諸奇事』という焼き直しの他、間接的
な場合一同じ「気候帯」区分を採用一まで含めると、Ishaq　b．　al－Husayn（952年以後没）の
K．Aki2m　a1－marjan　fi　dhikr　a1－mada’in　al－mashhnra　bi－－kuil　makdn『各地の有名な町々の叙述に関す
る珊瑚の丘』、al－Muqaddas2（991年以後没）の1（肋5㎝aか‘ag廊肋ガ加a冠伽∂1－aqalfM『諸州の
知識に関する最良の区分』、al－ldrisi（1165年没）のK．　Nuzhat　a1－mushtaq　fi　’　khtiraq　al－a“fa”q『諸
国踏破を熱望する者の楽しみ』、yaqOt（1229年没）のK．　Mu　ll’am　a1－bu∬d2η『諸国辞典S、　Ibn
as－Sa‘？d（1274年没）のκんg加6砂甜7－ag21肋∂5－sab‘a『7気候帯に関する地理』、　an－Nuwayri
（1332年没）のK．Nihayat　al－arab　fi　funan　al・・adab『人文学諸分野における必要の限度S（百科）
などに利用されていると考えられる14｝。
　al－Farghani、すなわちFarghanaフェルガナ出身のAba’1－‘Abbas　Ahmad　b．　Muhammad　b．
Kath言rは、86玉12年にアッバース朝第10代カリフal－Mutawakkil（在位847。61年）の命により、
ナイル川の水位計設置を監督するためal－Fust2t（古カイロ）に派遣されたと伝えられる天文
家で、ヨーロッパではAlfraganusの名で知られている。彼の主著たる天文書『星と天体運動
との学の集晦（別名K．　a1－Madkhal　il6‘ilm　hay　’at　aJ－aflak　S天文学入門毒〉は、　Pt◎lernaeusの繭
掲の天文書を利用しているが、短くて分かりやすく、ラテン語やヘブライ語にも翻訳され、
ヨーロッパでは他のアラビア語の天文書よりも広く用いられだ5）。
　この書は30章からなるが、その第8章「大地の面積と居住7気候帯の区分とについて」と
第9章「大地における既知の国々と町々との名前、および各気候帯におけるそれらの名前に
ついて」で、居住地域を7　「気候帯」に分け（第1「気候帯」：北緯12度45分・年間最長時間
夏2暑時間～20度30分・B青時間、第2「気候帯」：～27度30分・131t時間、第3　f気候帯」：
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～3渡4・分・14携問、第49気備」・～39度・分・14掬問、第Sr気儲」・～・3度3・
分・i5去時間、第6ギ気候帯」：～47度5分45号時間、第7　Y気候帯1：～50度30分・i6吉時
間）、その上で各「気候帯」が含む土地や都帝を東から西へ列挙する16｝。
　その土地・都市の「気候帯」が分かれば、大体の緯度がつかめ、特に礼拝の時刻を知るの
に大いに役立ったのである。そのこともあってか、彼の「気候帯」区分と各「気候帯」の包
含地点の列挙とは以後、Ibn　Rustih（922年以後没）のK．　a／－A‘1aq　an－nafisa『貴重な品々S（百
科）、al－Hamdanf（945年没）のK．　Sifat　jazirat　al－‘Arab『アラビア半島の特質ふMutahhar　al－
Maqdisi（966年以後没）の1く∂みBaび賜一琶a撤力il創始と歴史』（百科）をはじめ、　Tahir　al－
Marwaxl（1120年以後没）のK．　Tabfi’i‘　a1－hayawdη『動物の特濁（博物）、　Y盒q覆の前掲書、
‘Abd　al－Wahid　al－Marrakus櫨（1224年以後没）のκa1－M好1∂仇∂1㎞なa肋瀕r∂1－M3窺2£1δ『マグ
リブ情報の摘要に関する傑作S（歴史）、al－Qazwana（1283年没）のK．・Athar　a1－bilfid　wa－akhbAr
a1－‘ib6d『諸国の古跡と信者の情報』、　al－Maqrlzl（1442年没）のK．　ai－Mawa‘iz　wa－　7－i‘励6∫飯痂汝∫
酷㎞1餅協3－’み鋤6ril街匿と遣跡の叙述による警告と省郷（地歴）など、地理を扱うアラビ
ア語の作品に盛んに引用あるいは利用された。また、上述のal－Khuwarizmiの「気候帯」徴
分とは異なるal－Farghan言のこの「気候帯」区分は東方イスラーム徴界（エジプト以東）の、
Ikhwan　as－Safa’（983年以後活躍）のR∂56　W　f書簡集S（百科）、　al－Bininf（1050年没）の1（
a礒漁触ll－a　
w農’fl　sl語‘aεa8晦㎞眠文籍初歩教科書塾とK．　al－Q凌nfin　ai－Mas‘fidf　Kマスウード
天文典』やat－Tgs？（1274年没）編のK．　az－－Zij　a1－／1khanf『イル汗天文表』（以上、天文）、　Aba
’1－Fida’（i331年没）のK．　Taqwim　ai－buldan『国々の調査表丑などにも見られる17）。
　al－Kinda、すなわちアラビアのKiftda　tWの後衛たるA励Y負suf％q偽も．玉sh飼は、　ai－‘lraq（下
メソポタミア）のal－Kgfaに生まれ、　al－BasraとBaghdadで諸学を学び、アッバース朝カリフ
al－Ma’manやal－Mu‘tasim（第8代、在位833－42年）の宮廷で活躍した大学者（自然哲学者）
で、「アラブの哲学者」と称され、ヨーロッパではAlklndusの名の下に知られる。彼の扱う
分野は哲学、政治学、心理学、数学、天文学、占星術、地理学、医学、光学、音楽などの多
岐にわたり、作品数はゆうに200を越えるらしい18）。地理書『大地の居住域の描写』は現在は
伝わっていないが、al－Mas‘tid？（957年没）のKat－　Tanbfh　Wa－　’t－ishraf『提言と再考』（地歴）中
の言及から推察すると、al－Khuwarizmiの地理書岡様、　Ptolemaeusの地理書の翻案ではなかっ
たかと考えられる19｝。
　また、ai－BattanS、すなわちAb9‘Abd　Allah　Muham田ad　b．　Jabir　b．　Sinanは、　a1－Jazira（上メ
ソポタミア）のHarranのサービア教徒（一種の星辰教徒）の家に生まれ、生涯の殆どを自分
の天体観測所のあるar－Raqqaで送った天文学の大家で、ヨーロッパではAlbategniusまたは
Albateniusの名で知られている。彼の主著『サービア天文表』（天文書＋天文表）は877年以
降の天体観測の結果に基づいたもので、ラテン語やスペイン語にも翻訳され、イスラーム世
界の天文学のみならず、ヨーロッパの天文学の発展にも少なからぬ貢献をした2°）。
　この天文書は57章から成り、その第6章には居住地域と、a1－Hlndの海（インド洋）、Uglyanus
の海（周海：大西洋）、ar－RamとMisrの海（地中海）、　Buntusの海（黒海）、　Jurj　linの海（カ
スピ海）、大地の3部分：UrO飴ヨーロッパ・Labiyaリビア（アフリカ）・大Ashiyaアジアの
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描写および町々の経緯度に関する説明がある。更に天文表の部分には『大地の姿』（al－
Khuwarlzm？の書と同様、　Pをolemaeusの地理書の翻訳か）にある94地点の経緯度表と、al－Andalus
とal－Maghribの町々の経緯度表が挙がっている2藍〉。
　これらはPtolemaeusをベースとしている点ではal－Khuwarizmiの地理書と同傾向にあるが、
各地の経緯度の値にはかなりの進歩が見られる。また、7「気候帯」区分はal－Khuwarizm？と
は異なり、al－Farghfiniと同系統のものである。そして、ここに登場してくるzij（天文表）の
主内容の一つは居住地域の主要地点の経緯度の決定とその表示であった。このal－Battaniによ
る第6章の記述は、Ibn　Rustihの前掲書、　al－MaSiadiのK．Murfij’　adh－dhahab　wa－ma‘adin　a1－jawhar
横金の牧場と宝石の鉱山』（地歴）、al－Jayhani（925年以後没）の1（謎肋36倣wa－’1一加a加甜k
『諸道と諸臨（現在は不明）、Qudama（948年没）のK．　al－Kharaj　wa－san‘at・a1－kitaba『租税と
書記術』（百科）、Ibn　ad－Dawadari　（1340年没）のK．　Kanz　ad－durar　waljami‘　a1－－ghurar『真珠の
宝庫と精粋の集成』（歴史〉などに利用される22｝。
　以上の他、星学（占星徹と天文学）の諸作品、例えば、Aba　Ma‘shar（Ja‘far　b．　Muhammad
‘Umar　al－Balkh？、886年没、ラテン語名Albumasar）のK．　al－Madkha1　ii6‘ilm　ahkam　an－nujθm
『占星術入門』、al－KhuwarizmfのK．　as－Sin（ihind『スィンドヒンド』（天文表）、　Yahya　b．Abf
Mansar（Aba‘Alf　￥ahya　b．Abi　Manstir　al－Mawsili、832年没、ラテン語名Johannes　filius
Almansoris＞のK．　az－Zij’a1－mumtahan『実証天文魂や、伝聞になるが、　Mabash　al－Hasib
（Ahmad　b．　‘Abd　AIIah　a1－Marwazi、864年以後没）のK．　az－Zfj’a1－mumtahan、　al－‘Abbas　b．　Sa‘2d
al－Jawhari（830年頃活躍）やAbfi　Ma‘sharやan－Nayrizl（Abti　’1－‘Abbas　al－Fadl　b．　Hatiin、923年
没、ラテン語名Anaritius）の天文表なども、「経度と緯度の学」の発展に貢献したと言える23）。
　また、アラビア半島土着の星学、あるいは気象や暦の知識と書ってもよいanwa’（naw’の
複数形で、月の28宿に基づく）をめぐっては、adib（文人、「教養人文学」者）のIbn　Qutayba
（Aba　Muhammad‘Abd　Allah　b．Muslim、889年没）がK．　al－An　rvi『アンワー』を著しており、
内容は月の28宿、四季、太陽、星々、風雲・雷・雨などを扱ったものである24＞。伝聞では、
この書の種本とも書われる同じくad言bのad－Dinawari（Aba　H　anifa　Ahmad　b．Dawud、．895年没）
の『アンワーgをはじめ、al－Asma‘i（AbU　Sa‘ld‘Abd　al－Malik　b．　Qurayb、828年没）や
al－Mubarrad（Aba　’1－‘Abbas　Muhammad　b．Yazid、899年没）他の言辞学者、　Aba　Ma‘sharや
Thabit　b．Qurra（Aba’i－Hasan　Thabit　b．Qurra　b．zahran、902年没）などの星学者、更には後述す
るIbn・Khurdadhbihなどによる各『アンワー2があったらしく、これらは自然地理書的性格を
備えていたと考えられる2s）。加えて、星学者Ma　Sha’Allah　b．sariya（815年頃まで活躍）にも、
κaん4加酸r遡一旗吻餉『雨と風』というaRwa’の書に似た作晶があった26）。
　最後に、自然地理学におけるその他の分野では、前述したal－Kind？がK．　a／－Bihdr　wa－　7－madd
wa一γ％zr『海洋と潮汐』（あるいはK．　a1－Madd　wa－7ゾazr『潮汐』）、彼の弟子as－Sarakhsi（Aba
’1－‘Abbas　Ahmad　b．　at－Tayylb、899年没）がK．　Mantifi‘al－bihar　wa：1－jiba1　wa：i－－anhar『海洋と山
岳と河川の諸利点』（あるいはKルtanfa　‘at　a1－jiba1軸岳の利点』）といった作品を著したと伝
えられる27｝。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N）
　また、人文的な地理書としては、先ずIbfi　al－Kalb？（819年以衡隻）のK．　al－‘Aja’ib　ai－arba　‘a
『4奇事集』やal－Jahiz（868／9年没）のK．　al－Buldan『国々』など、　adab（徽養入文学」）的要
素の強いものが現れた。これらに作者不詳（あるいは商人Sulaymanか）のAkhb6ras・・Sfn　wa－
7－Hind『中国とインドの情報』（85　i年）といった異国への旅行記も加わって、次第に「国々
の奇事の学」なるものが出来上がっていく。次いで、Ibn　Khurdadhbih（885年以後没）のK．
a1－Masalik　wa－　’1－mamalik『諸道と諸国』やal－Ya‘qabi（894年以後没）のκ謎βμ1d5〃が出現し、
記述・地誌的地理学の本流となる「諸道と諸国の学jが生まれることになる。
　lbn　al－Kalbiと呼ばれるAba’1－M秘ndhir　Hish含m　b．　M曲ammad　b．　as－Sa’lbは、　al－Kafaで生涯の
大半を送り、アッバース朝第3代カリフal－Mahd2（在位775－85年）の治世にはBaghdadにも
住んだadlbで、その著作は系譜学関係を主にleoを越えると伝えられる2s）。そのうち地理書は
κ泌B敵伽、K．・a1－Anhar　il河川』など10点以上はあったらしいが、現在いずれも見つかって
おらず、わずかに彼の『4奇事集』と考えられる作品がal－ldrisfの前掲書に引用され、その
実在を窺わせるだけである2‘’）。
　al－Jahiz（“ぎょろ目の者”）のあだ名で知られるAba‘Uth　nfin‘Amrb．Bahr　al－Fuqaym2はal－
Basraに生まれ、アッバース朝第7代カリフal－Ma’mOnの治徴以後、主に首都のBaghdadと
Surra　man　ra’a（Baghdadよりも北にある、836－92年の首都サーマッラー）とで活躍し、アラ
ビア語散文学を確立したadibかつ思想家である。非常な健筆家で、後の博物学・罠俗学の基
礎となったκ謎吻∂吻ll動物の他、約200点の著作があったと言われる3e＞。
彼の地理書嘔々g（862年、別名、K．　a1－Amsar　wa－‘aja’ib　a1－bulddn『諸都市と、国々の奇
事S他）は断片的にしか伝わっていないが、大英博物館所蔵の写本などによると、Quraysh
族・聖殿・AbU　Talib家など（すなわちMakkaメッカ）、　a1－Madinaメディナ、　Misr　［と
al－Maghrib］、　al－Ahwdz、　al－Kthfa（Dijlaティグリスにも言及）、　al－Basra、　al－Hiraの各記述（特
色）となっている31＞。原本の書はその他、ash－Shamシリアやa1－Yamanイエメンなどの記事も
含んでいたと考えられる32㌔これらの内容はウマイヤ朝時代に盛んに記されたfada’・il・khasa’is
（各征服地の長所・特色を描写した報皆）の延長線上にあり、この書はいわば、アラビアを含
めた各地のkhas註’is集である。とは言え、　adabの地理学としての魍々の奇事の学」を事実
上生み出し、この特徴を継承したIbn　al－Faq2h（903年以後没）のK．　al－Buldanやal－Mas“Cdiの
『黄金の牧場と宝石の鉱鐵』に多大な影響を与えたばかりでなく、Ibn｝Khurdadhbihの前掲書、
前記のIbn　QutaybaのK．‘の伽∂1－a肋∂6∫『情報の匙（adab）、　Ibn　RustihとQudamaの両前掲
書、al－Mas‘adiのド提言と再考£、　lbn　Hawqal（977年以後没）のK．　Sθratal－arci．　al－Muqaddasi
の前掲書を始め、ath－Tha‘21ibi（1038年没）のκ加拒’1f　a1一加a‘6rlf『知識の小話』（adab）、
［al－Bakr？（1094年没）のK．　al－Masalik　wa－　’1－mamalik！l、　Ibn‘Asakir（ll76年没）のκ殆撒
madfnat　Dimashg『ダマスカス史2（歴史）、　Y鋤Otの前掲書、［Sibt　b．　al・・Jawzf　（1256年没）の
K1瞬〆6‘∂z－za加動ガ彪轍a1－∂ン動『名士たちの歴史に関する時代の鏡』（歴史）1、　al－Watwat
（1318年没）のKe　Mabfihij　a1－fikr　wa－manfihlj　al－‘ibar『思考の嘉悦と考慮の方法A（百科）、
an－NuwayrSの前掲書などにも、その記述が引用・利用されている有名な書である33＞。
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　その他、Yazdij　ird　b．　Mihind盒dh（あるいはMihbindad、あるいはMihmindar）al－Kisrawi（9
世紀末活躍？）のK．　Fada””il　Bagh（la”d　wa－sifat－ha　ilバグダードの長所と特蜘一一lbn　al－FaqSh　・
Y2qfitの前掲書が利庵一、前記のas－SarakhsSのK．　Fad6’ii　Baghdad　vva・・akhbar－h6　ilバグダード
の長所と歴史3－lbn　al－Faq？hの前掲書が利用一、‘Umar　b．　Shabba（Aba　Zi、　yd，　Ibn‘Ubayda　b．
Zayd　al－Basri、876年没）のκ勘嵌’11∂1－B∂sra『バスラの長碗、　Ibn　Tamm餓ad－Dihq蝕（Abfi
’1－Kasan　Muhammad　b．　‘Ali）のK　Fada’il　a1－Kafa『クーファの長所』といった、　fada’il　＄も著
されたらしい34｝。
　次に、インド洋の商人Sulaymanの作ともされる陣国とインドの情轍は大凡、　as－S2n中
国への海路、al－Mndインドの王たち、　as－S籏の人たちの風習、　al－Hindの人たちの風俗、
as－Sinとal－Hindのその他の情報から成っており、〔Faris（イラン南西部）の3　S舩f・‘Uman
オマーンのMasqa亀一al－HindのKqlam　Malay（西海岸のQuil◎n）一・－Lanjab含10sニコノミル島Pt
az－zabaj（シュリヴィジャヤ王国）のKalah－bar（マレー半島薦海岸のKedak？）一・－Sanf（チャ
ンパ王国）－as・・SinのKhanfa広州という航路とその途中の諸所を説明している3s）。
　この作晶は、船乗りや商人のための一種の案内書であることを窺わせるが、特に中国（唐）
に関する銅銭、茶、通行手形、蕃長、画指、募兵欄などの正確な記述や、as－Slla新羅の記事
といった貴重な情報を含んでおり、［lbR　Kkurdadkbih］・al－Ya‘q蜥・Ibn　al－Faqih　4bn　R雛sti難の
前掲書、al－Mas‘fidSの『黄金の牧場と宝石の鉱山』、著者不祥（lbrah↑m　b．　Was2f　Shah？）の
K．　Mukhtaεar　a1－‘aja’1b『諸奇事の要約雲（leOO年頃）、　Ta難ir　a1－Marwaz宝・al－ldris？の前掲書、
al－QazwinfのK‘Aja’ib　a1－makhlaq2t　wa－ghara’ib　ai－mawjgdat『被造物の諸奇事と存在物の諸珍
事』、Ibn　al－W貸傾（1457年没）のκκ加rfda　a1－‘毎6’めwa－f詑fda　a1唱h餌6　Yわぽ諸奇事の純真珠と
諸珍事の貴真珠』などに引用・利用されている36）。
　海路の旅行記には、al－Andalusの後ウマイヤ朝の廷臣で詩入のYahya　b．　al－Makam　al－Ghazal
（864年没）の季になるal－Majtis（ノルマン人）王窩の訪問詑録もあるらしい。これはIbn　Dihya
（Aba　’1－Khattab’Umar・b．・al－Hasan、1235年没）のK．　al－Mutrib　min　ash‘ar　ahl　a1－Maghrib　fマグ
リブ人の詩の傑作』に記されており、ヴァイキングが844年にイベリア半島南部を襲った後、
845年n月に、Yahya　al－Ghazalは後ウマイヤ朝第4代イマームの‘Abd・ar－Rahman　2糧（在位
822－52年）の使節団の一員として、Shilbスィルヴェス（現ポルトガル領）から船出し、
al－Majasの大きな島（ユトランドかアイルランド？）にある王宮を訪れ、20か月ぶりに
Qurtubaコルドバに婦り着いたという37）。
　陸路の旅行記としては、アッバース朝第9代カリフal－wathiq（在位餌2－47年）の命で通弁
Sa韮lamなる者が“Y毎鯨ゴグ・M勾匂マゴグの堰”（クルアーンに登場し、東の果てにあると
された）の探索を行なった記録があったと言われる。lbn　Khurdadhbih、　Ibn　Rustlh、　al－Muqaddas2
を始め、al－ldr2s言、　yaqatの各前掲書、　al－Qazwiniの瑠国の古跡と信者の情報』、　an－Nuwayr？
の前掲書などに再録されたものに拠ると、SallamはSurra　man　ra’aからArmfniyaアルメニア
を経由してal－Khazarハザルの地（カスピ海沿岸）に至り、更に東進しておそらくバルハシ湖
まで達したようであり、足掛け28ケ月に及ぶ旅であったらしい珊。
　その他、アッバース朝の宰相、Yahy会　b．　Khalid　ai－Barmaki（在位786－803年）がal－Hindへか
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の地の情報を得るために送った調査団による報告書（800年頃か）は、Ibn　KhBrdadhbih・al－
JayhaR2・Mutahhar　Maqdls笠・Tahir・al－Marwaza・al－ldrislの前掲書などに利用された、インドに
関するムスリム側から見た最初の全般的な報告であったと言われる39）。更には、ar－Ram（東
ローマ）の捕虜から解放されたMuslim　b．　Ab？Muslim　al・・Jarmi（あるいはal－Huzml）が、
ar－RGmに関する諸作品を著した（845年以後）と伝えられ、　al－Mas‘Od2の『提書と再麹の
他、Ibn　KhurdadhbihやQudamaの前掲書にも利用された可能性があり、ビザンッ帝国に関す
るムスリムたちの知識の主要源であったと考えられる“°〉。
　Ibn　Kkurdadhbih（あるいは董bn　Khurradadhbih）の名で知られるAba　’1－Qasim℃bayd　Allah　b．
‘Abd　All蝕はKhuras蝕に生まれ、　Baghdadで教育を受けてアッバース朝の官吏となり、a1・・Jibal
（メディア）の駅逓局長などを歴任し、第15代カリフal・・Mu‘tamid（在位870－92年〉のサロン
で活躍した文人でもある41）。
　彼の地理書『諸道と諸国3（初稿846年頃、再稿885年頃）は、現在知られている範囲（要約
本とされるもの）では、第1部が大地の特質と各地住民のqibla、第2部がas－Sawad（下メソ
ポタミアm：al－‘lraq）地方の行政区分と租税など、第3部がal－Mashriq［東方1に関して、平
安の都（Baghdad）一・・－MarwメルヴーKhurasanの果て、　Stiq　al－Ahwaz－Sh？raz－－Sijistan、その
他の諸街道と、a韮一Jabal（茸al－JibaD・Khurasan・〔Ma　wara’an－nahr〕・al－Ahwfiz　・　Faris・Ki㎜蝕・
Sijistliii・as－Si磁各地方の行政区分と積税など、　al－Basra－・・一‘Adan、　al－Basra－al－Hind・as－Sind
の両海路と、al－Hind・as－Sfnなど東海諸地方の風習・物産、第4部がal－Mag難rlb晒方］に
関して、平安の都一ar－Raqqa－al－Fus巌一al－Magkrib、その他の諸街道と、〔al・・jazira〕・〔ash－
Sham〕　・　Misr　・　al－Maghrib各圭也方の行政区分と穏税など、　Tarsas－Qustant2n3yaコンスタンティ
ノープルの海紋への道と、ar－Ramの諸事情、第5部がal－Jarbi［北方3に関して、　Adharbayj　an
アゼルバイジャン・Aml？niyaへの街道と、両地方の行政区分・租税など、第6部がat－Tayman
［南方］に関して、平安のaS－al－Madina　・Makka■一一・－a1－Yamanへの道および各地からMakkaへ
の道と、〔アラビア半翻の行政区分など、第7部（付録？）が非ムスリム商入の路や、各
種の‘aja’lb（奇事）など、を記している42｝。
　この書はアッバース家の依頼により、官庁の公文書を利絹して、駅逓窟としての必要な知
識をまとめた便覧と言えよう。大半がBaghdadから4方に通じる街道の行程と、各地方の地
名および粗税額の列挙であるが、書の最後（再稿において？）にIbR　al－Kalb？やal－Jahizほ
かに拠った‘aja’ibを付加している塊第1部Q大地の特質の記述はギリシア系統のコスモグ
ラフィーの典型で、以後の地理関係の文献にも同様のものがしばしば現れる。また、4方別
の記述はササン朝の行政地理書の影響を受けたものと考えられる44）。アッバース朝領内の駅
逓・辺境・穂税という行政の3テーマに関する詳しい情報だけでなく、インドのカーストや、
東ローマの行政区画ほかの諸制度といった貴重な情報も多く含んでおり、al－Yaltad（ユダヤ
教徒）ar－Radhantya商人とar－RCs（スカンディナビア系あるいは東スラブ系）商人との路の
記述は、特に注霞されている45）。
　Ibn　Khurdadhbihの地理書はその単純さにもかかわらず、完本も対象に含めると、
〔al－Ya‘qab言］・Ibn　al－Faqi熱・　lbn　Rustlh・aレJayh頷・aトMas‘ad宝・Ishaq　b．　al－Husayn・翌bn目awqal・
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al－Muqaddasiの各前掲書をはじめ、　Mukhtasar∂／－‘aja’ib、　al－Bfrtin？のK．　a1－Athar　a1－baqiya‘an
a1－quran　a1－khaliya樋ぎし偉紀の残跡』（歴史）、［al－Bakr量N顎hlr　al－Malwaz籍a韮一ldr？si・YaqUt・
al－Marrakishi・Sibt　b．　al－Jawzi・al－Watw　at　・Aba’1・・Fida’・　Ibn　ad－Dawada∫iの各前掲書、　Ibn
KkaXd“n　〈X4e6年ミ勢　のK．　a｝一‘lbar　wa－d宝wan　al－mubtada’　wa－°1一㎞abar　fi　ayyam　al－‘Arab
wa斗‘ajam　wa－’1－Barbar　wa－man‘asara－hum　min　dhaPt’f　as－sultdn　a1－akbar『省察すべき実例の
書、アラブ人、ペルシア人、ベルベル人および彼らと問時代の偉大な支配者たちの初期と後
期の歴史に関する集成』（歴史）、al－Qalqashandi（1418年？隻）のK　Subh　al－a‘sha　ff・sina‘at
a1－inshi『作文衛における夜盲の朝』（百科）、　al－Maqrfzaの前掲書などに利用・引用されるこ
とになる46｝。
　なお、al－Mas6iik　iva－　’1－mama”1ikという題名を持つ地理書はIbR　Khurdadhbihと相前後して、
Aぬmad　b．　al－Harith　b．　al－Mubarak　al－Khazzaz（870年以後没）や、　Aba’1－‘Abb食s　Ja塩r　b．　Ahmad
al－MarwazT（887年頃没）、前記のas－Sarakhs2－al－Mas‘9diの『提言と再考』やYaqat？が利用
した一によって著されたと伝えられるが、いずれも現在は知られておらず、内容も不明であ
る47）。現状では、「諸道と諸国の学」は先ずIbn　Khurdadhblhにより、行政宮の地理学として
出発したと言ってよかろう。
　また、al－Ya‘qablの名で知られるAba’1－‘Abb2s・Ahmad・b．｛Abf｝Ya‘qab　bJa‘銀ar　b．　Wahb　b．
WadihはBaghdadに生まれ、青年期をArm？niyaとKhurasanで送り、　al－Hindとash－Shamを
訪れた後、Misrとal－Maghribに長期間滞在し、トゥールーン朝の庇護を受けた歴史家・地理
家であり、書記を職業としていたと思われるが、シーア派を信奉していたと言われる48）。
　彼の地理書『国如（889年頃）は、現在、不完全なものしか知られていないが、階い盛り
に地理学に関心を持ち、各地の人にその耕作物、住民の人種、飲料水、衣服、教義、支配者、
その地の広さ、隣接地を尋ね、僑頼の置ける人が語るところを書き留めた・・・…　　諸都
毒と諸地区の名、住民と支配層の名、各都市の距離、その土地を征服したイスラーム軍の武
将名とその時期、その土地の租税高、平地・山地などの地形、気候、水を叙述した」という
序文に続き、第1部はBaghdadとS蘇rra　man　ra’aの長所と建設史および町の金貌；第2部は東
方（実際は東北）：Baghdadからal－Jabal（al－Jib鋤、　Adharbayjan、　Tabaristan　・　Jurj　an、　Khurasan、
Sljistan、　Ki㎜含n、〔Ma　war含’an－nakr〕の諸都市への行程およびIsbalian・Naysabarニシャプー
ル・Marw・Balkhほか主要都市の征服者・人種・地粗など、　Sij　istan・KhurasEinの歴代の統治
者；第3部はal－Qibl？〔南方1（西南）：Baghdadからal－Madina・Makka・al－Yamanへの道程
と、al－Ktifaの各封土、　al－Madfnaの水資源、　Makkaの山・狭路・聖モスクの大きさ・属地、な
ど；第4部は北方（東南と北）：Baghdadからal－Basra……［al－Yamama・al－Bahrayn・‘Uman
（いずれもアラビア東部）・al－Ahwiiz・Faris　・　as－Siitdの諸都甫への行程および主要都市の諸事
情と、おそらくArminlya他北方の記事が欠落1；第5部は西方（颪北）：ar－Ramの諸事情、
Kalabアレッポから［ash－Sham］、Misr、　al－Maghrib各地への道程およびHim＄ホモス・Dimashq
ダマスカス・al－Urdunnヨルダン・Filastrnパレスチナ各軍区の諸地方・人種・征服者・地租
など、Misrの諸地方・征服者・地租・金鉱など、　MisrからMakkaへの道、　Barqaキレナイ
カ・a1－Qayrawan他の人種・征服者など、　al－Andalusの諸都市とその入種、　al－Maghribの諸王
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国と都市；となっている4P＞。
　a1－‘lraqとBaghdad・Surra　man　ra’aを中心に据え（彼自身の言葉を借りれば、　al－‘lraqはギ大
地の謄」すなわち中心で、Baghdadはそのai－‘lraqの中心である）、4方別に街道と地誌を
扱っている点で、Ibn　Khurdadhbihの作品と同傾向にある。しかし、　al－Ya‘qtib？は道程などを
地誌の中に巧みに組み入れて、Ibn　Khurdadhbihの羅列を主とした無味乾燥な記述とは大きな
隔たりを見せる。また、Ibn　Khurdadhbikと異なり、なるべく記述をイスラーム圏に留めおこ
うとしたように見える他、政治面の記述が優れている。そして、Baghd含dとSuπa　man　ra’aの
詳細な都市景観の説明に撫えて、ar－R倉s（ここではノルマン人）が844年にal－Andalusへ襲来
したという記事や、ファーティマ朝勃興前夜のal－Maghribの情況描写などは、特に貴重なも
のである。
　この嘔如の書は自らの旅行による資料に基づいて著されており、地誌として体系立っ
ていることと相侯って、IO世紀の儲道と諸国の学」の代表Balkh？学派の諸作品、すなわち
al－Balkh2（934年没）のK．　Su　war　a1－aqalfm　il：9州の姿』、　al－istakhrT（951年没）のκaノーMa56撤
wa・・’1－mamalik（別名、　K．・MasAlik　al－mamalik『諸国の諸道』）、　lbn　Nawqalとal－Muqaddasiの前
掲書の先鞭をつけたものと欝えよう5°）。そしてIbn　al－FaqlhとIshaq　b．　al－Husaynの前掲書、
al－Muhallab璽のK．　a1・・Masalik賜一7－m㎝21最、　al－Kha窒ib　al－Baghdad2（1070年没）のK．　Z漁
Bagkdad『バグダード史』（歴史）、　al－Bakriの前掲書とK．　MuYani　mE　’sta　Vam『難読地名辞爽』、
a1－ldrisiの前掲書、　as無一Sharish宝（1222年没）のK．　Sharh　al－maqamat　ai－Harfrfya　ilハリー一り一の
マカーマートの解説毒（文学）、Yaqatの前掲書、　a1－Qazw宝niのll諸国の吉跡と僑徒の情報g、
al－Wa翻蝕の前掲書、　ad－Dimashql（1327年没）のK．　Nukhbat　ad－dahr　fi‘aj2’ib　aノーbarr　wa－　7－bahr
『陸と海との奇事に関する時代の精脇、lbn・Shaddad（1285年没）のκa1磁％g∂ノー肋a伽魚砺k∫
UMara’ash－Sha　’m　wa－　7－／azfra　llシリアとジャズィーラの書主たちに関する極めて貴重な認述』
（歴史）、Aba’1・・Fida’・［an－Nuwayri］・al－Qalqashandi・al－Maqriz？・Ibn　al－Ward1の前掲書、1繍
Taghrl　Bird2（1469年没）のK．　an－Nujam　az－z動hira　fi　mulak　MiSr　wa－　7－Qtilhira　ilエジプトとカイ
mの王者たちに関する輝く星々』（歴史）、［lbn　ash－Shihna（1485年没）のκ乃撒1％1a∂『ア
レッポ史』（歴史）1、al・・Mimyarf（1494年没）のK．　ar－Rawd　a1－mi‘tar　fi　khabar　al－aqtar掴々の
情報に関する香しい庭園』などに引用・利用されているS歪）。
　ちなみに、Ahmad　b．　Ab？　‘Abd　Allah　Muhammad　al・・BarqS（887年頃没）もal－Ya‘qtib2より前
にK．al－Bu／danという作品を著したようであり、また、前記のad－Danawarlにも嗣名の作晶が
あるらしいが、いずれも内容は不明である5ヱ）。
　なお、K　a／－Man6sik　wa－amakin　turug　a1－hati　wa－ma　‘a”lim　aノ鞭z舶f｛巡礼｝諸儀礼および、巡
礼道の諸地点と｛アラビア｝半島の諸標識』という案内書も、この世紀の作晶、すなわち、
al胴arbi（898年没）によって著されたものだと言われる53）。
　al－Harbiの名で知られるAbαIs酸q董br蝕im　b．更shaq　b。夏brahim　b．　Bash2rはBaghd2dに生まれ、
当地で活躍した、ハディースや言語に精通した法学者であるが、この巡礼案内書は、現在知
られている範囲では、…　　やal－Qa‘からal－MadinaとMakkaへ歪る道；al－Mad言naと、そこ
にある諸遺跡；｛巡礼｝諸儀礼と、al－MadlnaとMakka間の道；Makkaと、そこにある諸遺
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跡；Faydからal－Madlnaへ至る道；Zubalaへ至るas－Salm含n道；Jazirat　al－‘Arabと、その諸地
域すなわちNajdとTihamaとal－H塑zの記述；Baghdadとal－KafaからのM庶ka・al－Mad言na道
の宿場に関する詩歌；al－Basra道とその水場；al－Basraからの宿場とそのminbar（説教段、こ
こでは説教段を有するモスクの意）の数；a1Basra道に関する詩歌；Makkaへ至るal－Yaman
道やHadramawt道やMisr道やash－Sham道など；Tabgk道にある預言者（ムハンマド）の諸
モスク；al－Kthfaからの本道上にある諸barid（駅）の命名；となっており、少なくとも、
al－Bakr1の両前掲書などに引用・利用されるS’1｝。
　その他、この9世紀には、‘Arrfim　b．al－Asbagh　as－Sulami（88819年没）のK．Asma’　jib21　Tihama
wa－sukican－ha『ティハーマの山々とその住民の名前』－al－Bakriの『難読地名辞蜘やyaqfit
の前掲書などが利用一をはじめ、伝聞だが、前述したIbn・al－Kalb2が著したκ勧的勾∂み∂〃（la”n
掴々の語源3－Yaqatの議掲書が利用一、前記のal－Asma‘iによるK．　Jaz£rat　a1・・　‘Arab『アラ
ビア半島』一同じくYaqGtの前掲書が利周一やK．　Miyah　al・・‘Arab『アラブの諸麗といった、
アラビア半島をめぐる一種の地名辞典も著されたが、同じく伝聞の、Aba‘Ubayda　Ma‘mar　b．
al－Mutkanna　at－Taym1（825年没）のK　Makka　wa－　’1－Haram『メッカと聖域』とK．　a1－Karrat建溶
岩』、Aba　Zayd　Sa‘id　b．　Aws　al－Ans餌（830年没）のK．　a1－Miyah『諸水』、　A馳‘Uthman　Sa‘dan
b．al－Mub2rak（830年頃没）のK．　a1－Ardayn　wa－　7－mi　zlh　wa－　’1－jiba1　wa－　7－biha’r嫡地と諸水と繊
岳と海洋』、A臆‘Amr　Shamr　b．　Hamdawayh　al－Harawt（868年没〉のκ∂み万δだ／wa4aw（fi・a『山
岳とワジ』、Aba　Sa‘？d　al一トlasan　b．　al－Husayn　as－Sukkar2（88819年没）のK．　a1－Manilhil　wa－　7－qura”
（あるいはg脚Wの『水源と町村（あるいは荒野）』なども、この種の作品であった可能性が高
い55）。
　また、al－Jahiz作とされることの多いκ距乃加s翻rわ1払妙伽摘業の観察』は、金銀、糞
珠、宝石、香料、布地、猛禽に関する、種々の最上品やその産地などを記すと共に、al－HiRd、
as－Sin、　ar－Rgm、そしてイスラーム圏各地の特産品も列挙している、経済地理書的性格を持っ
た作晶であり、atk－Tka‘alibiの『知識の小話』などに利用されている％）。
　煽えて、al－Azd2すなわちAbfi　lsma‘il　Muhammad　b，‘Abd　Allah（805年頃活躍）のκ．　Futgh
ash－Shiim『シリア征服史』、　Ibn　Zabbaia（Muhammad　b．　al－Nasan）のK．Akhb61r　al－Madlna　rメ
ディナ史』（814年執筆）－lbfi　Rustihの前掲書などが利用一、　Ibn　A‘tham　al－Kgfi（Aba
Muhammad　Ahmad）のK　al－Futah『征服gt！s　（819年執筆）、　al－WaqidiすなわちAba　‘Abd　AIIith
Muhammad　b．‘Umar（823年没）のK．　ai－Maghazi＾r戦勝記』、　al－AzraqfすなわちAbG’1－Wal？d
Muhammad　b．‘Abd　Allah　b．　Ahmad（858年頃没）のK、4肋飯rル毎盈a『メッカ史3－－lbn　Rustlh
の前掲書などが利用一、IbパAbd　al－Kakamの名で知られるAba’1－Qasim‘Abd　ar－Raぬman　b．
‘Abd　Allah（871年没）のKFα∫餉ルおr　wa－a始δ伽層『エジプト鉦服史』・一・al－Bakr2のf諸道
と諸臨などが利用一、前記の‘Umar　b．ShabbaによるK．　Akhbar（あるいはTa　7fkh）a1－Madfna
llメディナ史』、前述したal－Ya‘　qab言のκ乃激力（873年頃執筆）、　al－Fakih？すなわちAba‘Abd
Allah　Muhammad　b．　lshaq　b．　al－‘Abbas（885年頃没）のK．・Akhbar（あるいはTa’rfkh）Makka
『メッカ史』、al－Bal会dhurlすなわちAbfi　’1－‘Abbas（あるいはAba　Ja‘farあるいはAbポ1遜asan）
Ahmad　b．　Yahya　b，　Jabir（892年没）のK．　Futgh　a1－bu1（勧『諸国征月浸史g－lbn　ai－Faqihの前掲
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書などが利灘一、Ibn　Ab1　Tahir　Tay　fGr（Aba　1－Fadl　Ahmad、893年没）のK．‘拍’轍ノBaghdad
『バグダード史』一一al－Mas‘9diの『黄金の牧場と宝石の鉱山』やal－Bakrlの『諸道と諸国』な
どが利用一、Bahshaiの名で知られるAba’1－Hasan　Aslam　b．　Sahl　ar－Razzaz（905年没）のK
Ta’rikh　wasit『ワースィト史』といった歴史書、更には、　Ibn　Qutaybaの『情報の泉』－lbR
al－Faqihの前掲書などが利用一やK．　a1・・Ma‘6rif『知識3（adab）一一lbn　Rustlhの前掲書やal－
Mas‘tidiの『黄金の牧場と宝石の鉱山』などが利用一、前述したal－Jahizの『動物』一・lbn
al－Faqlh・　lbn　Rustih？の前掲書などが利用一も地誌的記述が豊かで、イスラーム記述的地理
学の一端を担っているs7）。
　最後に、民俗誌の大家Aba　’1－Hasan　an－Nadr　b．　Shumayl　al－Mazini（819年頃没）のK．
as－＄jfat『諸特質』は、遊牧生活に関する百科全書と書われるが、これは自然・人文地理に跨
がる作品だったのではなかろうか59）。
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　　（Ab自’1荊asan‘Ali　b．　Ziyad）によってZクα∫17－∫ノldhとしてアラビァ語に訳された［D．　Pingree，“‘茎1m
　　al－9ay’a”，　Erζ皿，　p，1136；Ibn　an－Nadim，　p2441。そして、　Ptelemaeusの天文書は、　Ibn　an－Nad言m
　　［PP．267～68］に従えば、アツバース朝の宰相バルマク家のYahy舗．　Khlilid（宰相位786～803年）の
　　命でなされた翻訳が最初であり、その後、an－Nayr言z言（922／3年没〉とIshaq　b．　Nunayn（91e年没）と
　　がそれぞれ翻訳し、いずれもTkabit　b．　Qurra（901年没）が改定したが、前者の改定の方が優れて
　　いるそうだ。また、al－Hajjfij　b．　Yasuf・b．　Matar（9撹紀前半活躍）の翻訳もあり　［lb跨an－Nadtm，
　　pp．244，268］、この写本はオランダのLeidefi　ec書館に所蔵されている。
（9）彼の地理書は、IbR　an－Nadim［p，268］に従えば、　a1－Kind？（873年頃没）のためになされた粗末なア
　　ラビア語訳と、Thabit　b．　Qurra（901年没）が行なった立派なアラビア語訳がある。なお、　Ibn
　　an－Nadimに基づいているlbn　al－Qifft？［p．98］は、　al－Kindlが訳したとする。更には、本稿Wで扱う
　　　Ibn　Khurd2dhbih　［K．　al－Mas61ik　iva－’1－manidilik　（Liber　viar〃Mεμεgηorz槻），　ed．　M．」．　de　Goeje，　BGA，
　　vol．　W，1889，　p．3］も、膚身が翻訳したととれる言い方をしている。また、　al－Mas‘adi［Kitth　at－
　　Tanbfh　wa－　’1－isltrdLf］ed．　M．・」．・de　Go⑱，　BGA，　voL皿，1894（以下、この版をTanbfhと略記），　pp．
　　33，127］に従えば、Marlnusの地理書（Kitfib　Jughrafiya　Maf2nOs）も知られていたらしい。また、サ
　　サン朝の行政地理書をめぐっては、後述（本稿IV）のlbn　Khurdadhbihの箇所を参照。
（IO）大地が丸く、宇宙の中心を占めるという考えは、　Ptolemaeusなどギリシアの考えを受け入れたもの
　　だが、インドからは世界（この場合は東半球）は東西南北のそれぞれの端から等距離のところに
　　「世界の頂上」つまり申心を持ち、この「世界の頂上1が古くから有名な天文台のあるウジャイニ
　　の町の子午線の上にあるという考えが取り入れられた。ムスリムのもとで、この眺界の頂上」は
　　qubbat　al－ard　f大地の円麹あるいはqubbat　Ar？n汐り一ン（ウジャイニの誤った転写）の円蓋」
　　と呼ばれるようになり、やがてこの観念が中世ヨーロッパにも伝えられ、コロンブスによるいわゆ
　　る新大陸発見に貢献した。なお、大地球形説はクルアーンのf｛神は｝夜を昼に重ね、畳を夜に重
　　ねたもうて」（39章5節）や、fまた我らは大地を伸べ広げて」（15章19節、50章7節）にも現れてい
　　る、とするムスリムの箆解もある［Muhafiimad　Mahmad　Muhammadayn，　at－Ttirditii　ai－jughrdLfi　ai－lsidηnl，
　　Riyadh：Dar　a1－‘Ulam，藍984，　pp．57～581。また、地理学を支え、推進力を与える聖句には、「言え。
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　　お繭達は地上を旅して嘘つきだと非難した者の結末がどうであったかを観よと」（クルアーン6章
　　II節）、「彼らは地上を旅して、彼ら以前の者の結末がどうであったかを観なかったのか」（問40章
　　82節）、「地上には信心深い者たちのへの種々の徴があり、またあなたがた自身の申にもある。それ
　　でもあなたがたは見ようとしないのか」（同51章20～21節）などがある。
（11）al－Mas‘fidl，　Mlぜ吻，　E，P．3フ6（K．　az－Zij冒天文表9およびK　a∬一ρasfdaβ加y協aかη確伽vva－’1－faiak
　　『星と天体に関する長詩遇の著者a1－Fazdr2）と、　Vi　urtlj，　vo1．　V，1974，　p．211（「星や天体に関する長
　　詩」の著者である星学者Ibrah？m　al－Fazari）；lbn　an－Nadim，　pp．79（Aba　LAbd　AIIah　Muhammad　b．
　　Ibrahim　b．　Habib…　al－Fazar宝），273（Aba　lshfiq　lbrAhim　b．網ab言b　al－Fazar言。著書｝a　K．　al－Qasfda　fi‘1肋
an－nvjnm　e星学に関する長詩蓋やKac－Zグα’63海α1一膓αわ9アラブ年用の天文表＃など）；翌騙al一
　　Ql餓，　pp，57（lbrahim　b、月ab言b　al－Faz餓。著書はK．　af－（？as£da　fi’ifm　an－n　ujδmやKaz－Zfij冨65厩扉
　　‘Arabなど），270（Muhamma曲．　Ibrahim　al－Fazar？。彼はカリフal－Mansarの命に応じてal－Hindの天
　　文書をアラビア語に訳し、as－Sindhind　al－hαbir？大スィンドヒン施と呼ばれる書を作り上げた）。
　　以上に従うと、K．αz－Zσあるいはκaz－Zi’　‘aidi　sini　al－‘Arabの著者は三brahim　b．臼abib　aトFaz蝕言、前
記（註8）のas－Sindliind　at－kabirすなわちZfj’　as－Sindhind　al－kObirの著者はM“ha鵜mad　b．董bτ齢m　al一
　　Fazhr？となる。しかし、　M．　Ha〔lj－Sadekは、この2名は親子であり、　Aba　lshaq　lbrahlm　b．　Nabibの
　　方が父で、al－Mansnr暁代に生きて、　K．　as－3i■dhind　tSを著し、子のAba　’Abd　Allah　Muhammad　b．
　　Ibrahim　b．　Hab2bはat－Ma’mgR　ee代の後半にal－Asma‘iの弟子の一人であった人物で、　K　oc一勿‘ald
sint　al－’Arab（パフラヴィー語から訳されたが、散逸》やK．　ai－QasSda　fi‘ijm　an　－n　uj　timなどを著し
　　た、と考える　［Le　Kitab　al－Dja‘rafiyya　de　Aba‘A雛Al1舗M“hammad　b．　Ab言　Bakr　az－Zuhri，　Bulietiti
　　d’Etudes　Orientaies，　InstitUt　frangais　de　Damas，21，1968，　pp．　27～31］。なお、　al－Mas‘Odi£Muniy’，　ff，
　　pp．377～78］には、　K．，－Zijの著者al－Fazdri（lbrah2m）による世界24地域の各面積の数値が挙がっ
　　ている。更に、Ibn　an－Nadim［p．278］は、　Ya‘qgb　b．　Tariq（796年没）がFSindhindで解決される
　　K．az－Zij］という2部構成の書を著し、第1部は星学を扱うと記す。　Maha－siddhantaを利用できた
　　このYa‘qabは、77718年にTarkfb　al－afldik荻体の構造2を編んだ他、　ur－Zクなども著し、彼とal－
　　Fazdriとのこれらの作品がSindhindものの基礎を形成した［D．　Pingree，“‘llmal－Hay’a”，αろ璽，　p．
　　1136］。また、人文地理関係では、Abポ1－Wlzir“Umar　b．　Mutaffaf（802年没〉の、　K　MandziJ　ai－
‘Arab　wa－hudfid－ha・wa－ayna　kanat　maれallat　kull　qa、蝋wa－iia　ayna　intaqal　min－hfi貯ラブの麩報とその
　　境界、そして各部族の野営地だった場翫と彼らが移った場碗という作品もあったらしい［lbn　an－
　　Nadim，　p．127］。その他、　al－Kalb言すなわちAba’籍一Nadr（あるいはAb9　’n－Nadiτ）Muhammad　b．
　　Malik　b，　as－Sfi’ib　b．　Bishr（763年没）がK．　iYfana”h　ital－‘Arab貯ラブの水場雲という、おそらく地名
　　辞典的な作品を著したという意見もある［Miquel，前掲書，　p，　xv］が、　Yaqtit〔融庁α〃z　al－bulddin
　　　（Jacut’s　Geographisches　WOrterbuch），　ed．　Ferdinand　Wastenfeld，　Leipzig，1924（以下、この版を
　　Mzインωηと略記），　vol．　1，p．7；漁yα辮α泌μZ娠η，　ed．　Muhammad　Amin　al－Khling宝，　Cairo：Ma宅ba‘at　as－
　　Sa‘ada，　vol．1，1906，　p．8］には、　Muhammad　b．　Idrls　b．　Ab粥af§aなる者の著作としてこの題名の
　　書が挙がっている。また、Yliqat［漁ン僻，　vol．　H，　p．876］はfal－KalbtがKitdb　ARsdb　ql－bildd？国
　　（町）々の系譜Sの中で言った」と記すが、このal－Kalbiが今問題にしている人物なのか、その患
　　子、いわゆるIbn　al－Kalbiなのかははっきりしない。ちなみに、　F　Westenfeld　ia後者と考えており
　　［MuY’am，　voLW，　p，761］、　Krachkovskyも同様な晃解らしい［前掲書，　p．121］。本稿IVの註55も参照。
（12）al－Muqaddas2［Kr　Ahsan　at－taqdS£nη　fi　ma　‘ri　fat　a1－aq漆1fm，　ed．　M．J．de　Goeje，　BGA，　vol．斑，1906，　p．362］
　　は、カリフal－Wtithiq（在位842～47年）が星学者（mu晦jlm）のMuhammad　b．　Masa　al－Khu“tarizmi
　　をal－Khazarの王’Tarkhlinのもとへ派遣したと記すが、後記（註23）のMuhammad　b，　Mgsab．　ShAkir
　　と混詞している可能性がある。また、地図について触れると、al－Mas‘ad1　［Tanbih，　p，33］は、
　　a＄－Stirat　a1－Ma’mfinlya『マアムーン園遇と呼ばれる世界地図が作製されたと記す。なお、　at－Tabari
　　　［ra”rfkh　ar－rusut　wa－　’1－tnulak（Annales　at－Tabαri），　ed．　M．　J．　de　Goeje，　vol．∬，1964，　Leiden：E．」．　Brill，
　　p．1199］に、708年、al－H鋤司（ウマイヤ朝のal－‘Iraq総督）は、　Ma　wara’an－nahrトランスオクシア
　　ナ征脹のために派遣したQutayba　b．　MuslimがBukhfiraの億囲に手間取った時、その地域の“sara
　　（絵図）”を自分に送るよう命じ、それを見た後、露ら戦略を授けた、という詑事が毘られる他、こ
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　　れよりは真実性に劣るが、lbn　al－Faqih［BGA，　V，　P．283］に、同じa1一恥胸がad－Daylam（カスピ
　　海の南の山岳地帯）の平地・山地・丘陵地・森林を描かせ、イスラームもjizya（非ムスリム倥畏
　　に課せられる入頭税）も拒否するad－Daylam人たちにその“SOra”を見せて、彼らを従わせようと
　　したという話も挙がっており、イスラーム期に入ってからすでに地図が描かれていたことを窺わせ
　　る。
（13）（1）as　Kitdib　sarat　at－Ard　desAbrk　Ga　far　Muhammad　ibn　Mi－isδa1－｝．luwdrizmの　ed．　Hans　von　M2ik，　Lcipzig：
　　Otto　Harrassowitz，1926，テキストPP．3～158。本俸と考えられる地図は、現在、ナイル川全図一「気
　　候帯」の表示付き一一一　，al－Jawhar島、　Mayatis海（アゾフ海）、インド洋を含む世界の海、の計4図
　　が知られているが、世界地図は散失している。
（14）al－Khuwdnzmi自　9｝rk　Marinusの地理書のアラビア語版も利用したかも知れない〔i）．M．　Dunlop，　Arab
　　civilization　to　AD　i500，　London：LoRgman，　and　Beirut：Librairie　du　Liban，1971，　p．153］。また、　Aba
　　’1－Fida’（1331年Pft＞のK．　Taqwim　at－buiddn掴々の調査表護がrBatlimy登s（Ptolemaeus）に帰せら
　　れ、al－Ma’mthA（アッバース朝第7代カリフ）のためにアラビア語にされた書」［ed．　M　Reinaud　and
　　Mac　Guckin　de　Slane，　Paris，1840，　p，22］として、盛んに引用するKRasiii・ar－rztb　‘　al－ma‘nn’ir匡居住
　　地域の描写露は、実際にはal駁蜘w頷z哺のこの書なのかも知れない［Hopkins，前掲論文，　p．304］。
（15）y星と天体運動との学の集成gや「天文学入門Sという書名の他に、Usfit‘ilin　an－ntijam＃星学の基
　　磯、Kitdib　al－FitsUlath－thalathfn『30章の魏とも呼ばれる。　Johannes　Hispalenslsによるラテン語訳
　　は、1493年（Farrara＞、1537年（Nuremberg）、15妬年（Parls）、そして1943年（ed．　F．　J．　Carmody，
　　Berkeley）に印刷され、　CreraonaのGerardによるラテン語訳は、191G年（ed．　R．　Campani，　Citta　di
　　Castello）に出版された。また、　Jacob　Anatoliによるヘブライ語訳もあり、これを3acob　Christmann
　　がラテン語訳したものが、1590年（Frankfurt－am－Maln）に印刷された〔以上、　H．　Su縦一∫．　Vernet，
　　　“Al－Farghafii”，石アろvol．　H，　Leiden：E．　J．　Brill，　an（l　LondoR：Luzaq＆Co，1965，　p．793］。
（16）（Muhanimedis　fiL　Ketiri　Ferganens∫s，　qui　vulgo　Alfraganus　dicitur，　Etemeηta　astronoinica）ed．＆Latin　tL
　　Jacob　Gollus，　Amsterdam，1669，第8・9章テキストpp．30～39［repr．　Frankfurt　am　Maln：Institut　f“r
　　Geschichte　der　Arabisch－lslamiscken　Wissenschaften，圭986］。
（17）更には、al－Mas　‘Odtの横金の牧場と宝石の鉱睡も、　al－Farghdniのこの天文書をa1－FUSfif　ath－
　　thalathθna響30章渥という書名の下で、利用している。
（18）前記の「アラブの哲学者」という表現も含めて、Ibn　an－Nadim［pp．255－－61］。
（19）al－Mas‘磁i，　Tanbfh（言主9），　p．25。　Ibn　aR－Nad2m［p．260聾はRisala繍aト衰縫bra露つr－rub‘al－maskOn　F鷹住
　　地域に関する大書簸」を挙げているが、il大地の居住域の描写』との関係は不明である。　lbn　aR－
　　Nadim［p．260〕は更に、　Ris61at－h　fi　ab‘2d　masafat　al－aqalim儲地方の距離に関する書簡」なども挙
　　げている。
（20）至2世紀前半にRobertus　Retinensis（1143以後没）によってラテン語訳された（現存しない）のをはじ
　　め、1韮40年にPlato　Tibastinusによってもラテン語訳された（1537年にNurembgrg、三645年にBologna
　　で出版され、現存する）。また、カスティリアEE　Alphonso　X（在位、1252～82年）の命によってア
　　ラビア語から直接スペイン語に訳された（不完全な写本がParisにある〉。そして、これらは
　　Regiomontanus（1436～76年）やDunthorne（18世紀）などが大いに利用するところとなった［C．　A．
　　　Nallino，‘‘Al－Battani”，　Er㍉　vol、1，Leiden：E．　J．　Brill，　and　London：Luzaq＆Ce，1960，　pp．　l　lO4～05｝。
（21）（A　1－Batttini　sive　A　lbaten2　Opus　astronomic！un）ed．　Carolo　Alphonso　Nall｛no，　Rome，1899，第6章のテキ
　　ストPP．　21～28，各地の経緯度表PP23442。
（22）al－5ayhafirのll諸道と諸臨自体は現在知られていないが、この書がal－Battafiiの天文書を利用して
　　いるというM．Ahmadの説揃掲書，　p．26］を採用した。
（23＞①Ab負Ma‘shar，　al－Mudkhal（あるいはal－Madkhaij　a／－kabir　il6　’ilm　ahki〃　an－〃z麺〃疑占星備大入
　　　門邊，facsimile　edltion　from　MS圭508　Carullah　CollectioR，　S撮eymanlye　Library　Istanbul，　Frankfurt　Eun
　　Main：Institut　fhr　Gesckichte　der　Arabisch－lslamischeR　Wissenschaften（lnstitute　for　the｝Kistory　of　Arab｛c－
　　Islamic　Science　at　the　johafin　Wolfgang　Geethe　University），1985。なお、　I　I33年の30hannes　Hispalensis
によるラテン語訳（Liber　mop’or　introductOrii；s　ad　scientiam　iudicorum　astrorum＞や1150年のHermannus
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　　Secundusによるラテン語訳（1489年、　lntrodtictorium　in　astrono〃niam　Aibittnasaris　Aba　lachiocto　continens
　　iibrospartialesというタイトルでAugsburgにおいて印刷された）がある。また、　Abfi　Ma‘sharには、
　　Ibn　Rustihの前掲書の地理部分が利用している作品として、　K．　al－AJIdk　iva－tarkfb　aS－satnd’　ll天体と
　　天空構趣もある。②al－Khuwhrizmiの原テキストは断片しか分からないが、　al－Majritiによる修正
　　本（10握紀後半）をBatkのAdelardがラテン語訳したもの（1126年？）が伝わっている［ed．　H．
　　　　Sutef，　1）ie　as｛ronomischen　Tafeln　des　MuhaMMad　ibn　iVtisd　ai一ノ（hdrizmi，　Copenhagen，　　蒸914　；　tn　　O．
　　Neugebaucr，　Crhe　Astronomieai　Tabtes（）fal－K／nyarizmi，　Copenhagen，　Ejnar　Munksgard，1962］。③Yahya
　　b．Ab2　Mansar，αz－Zクαム〃〆〃z加fαム〃zz〃η10肋η匡マアムーン立証天文表圏，　facsimlle　edition　from　MS
　　　Arabe　927　Escorial　Library，　Frankfurt　am　Main，　Institut　fむr　Geschichte　der　Arabisch－lslamischen
　　　Wissenschaften，1986。④～⑦Mabashのa・－Ztl’al一勧〃η’凶朗他の天文表はIbR　a益一Nad？m〔p．275］と
　　al－Mas’Odi［Tanbfh，　p．222］、　al－Jawhar言の天文表はIbn　al－Qlfti［p．219］、　Ab9　Ma“sharの2つの天文
　　表はIbn　an－Nadim［p277］、　an－Nayrlziの2っの天文表はlbn　an－Nadlm［p．2791。更には、　Ibn　an－
　　Nadimに拠れば、　Ibn　al－Bazyar（Muhammad　b．‘Abd　Al｛ah　b．℃maぎ〉［p．276］、　al－Marith　al－MunatSim
　　　［p．278］、Ibn　Amajgr（Aba　’1－Qasim‘Abd　A｝1饒、985年から933年活躍）［p．280］など、また、　a1－
　　Mas‘Odi［Tanbih，　p．　199］に拠れば、　Ma　Sha’Al1蝕（後述）、　Muharnmad　b．　Kkalid　al－Ma“varr渕hi
　　　（9世紀前半活躍）、Ibn　a韮一恥πukh蝕論下ab麟、　al－Hasan　b，　al－Khasib（Ab9　Bakr　al－Nasafi　b．　al－Khasib、
　　　9世紀後半活躍）も天文表を著したようだ。その他、Z．　Alav孟はこの世紀の数理地理学の中に、　al－
　　Mahdni（Ab9‘Abd　Allah　Muhammad　b．‘lsli、874年以後没）、　Thablt　b．　Qurra（Aba　’1－Hasan　as－Sabi、
　　90至年没）、Qusta　b．　Lfiqa　a］－Ba‘iabakk言（922年以前没）や、　Ab9　Sa‘　id　ad－DarirとAba　Sa‘id　al－Asturlab？
　　（共に9世紀前半活躍）、Hamid　b．‘Al？と‘Ali　b．‘lsa（共に9世紀後半活躍）なる入物の天文関係の
　　作品も挙げている［前掲書，pp．22，24］。ちなみに、　M，　Ahmadは前褐書で、　Astronomical　Ll｛eratgfe
　　　という章を設け、Ma　Sh盆’Allah、　arAbb護s　b，　Sa‘Sd　al－Jawhar2、￥ahya　b．　Abi　Mansar、　Th会擁b．　Qurra、
　　al－Kkuwarizm？、　al－Farghan言、　Nabask　ai－Ndsib、　Qusta　b．　Lgqa、　al－Battani、　an－NayrizSなどに書及して
　　いる［pp，20～28］。最後に、　MOs含b、　Shakir家の3兄弟（9世紀に天文・数理地理学の分野で活躍し
　　た、MuhammadとAhmadとal一経as細）のうちのMuhammadのことに触れておかねばなるまい。こ
　　のMuhammad　b．　MOsa　b．　Sh飲ir（87213年没）［lbn　an－Nad言m，　p．271］は、　Ibn　Khurdadhbih［BGA，　Nil，
　　PP．106～07］やal－Mas‘adiひ血吻，　ll，P、39］に、アッバース朝第9代カリフal－W蝕ig（在位842～47
　　隼）の命で小アジアの‘AmmfiriyyaアモリウムとNlqiyyaニカエアとの問にあるというar－Ra頃斑の
　　洞窟を探し求めまわった人物として登場するmURatiim（星学者）Muhammad　b．　Masaと岡じ人物と
　　みられる［Miquel，前掲書p．　xlx］が、王bn　Rustih［K．αM‘Z⑳α’M瞬α，　ed．　M．」．　de　Goeje，　BGA，
　　voL　W，1892，　p．83］は、この総n鋤imに拠るとして、ビザンッ人はar－Rukaエデッサの教会より
　　素晴らしい石像建築はないと言う、という記述を挙げているのである。尤も、この記述が
　　Muhammad　b．　MOsaのものかは疑問が多い。なお、　Gaston　Wletは、　al－Ya‘qabiのK．　al－B〃iddn［ed．
　　M5．　de　Goeje，　BGA，㎎，　p．266］にrMtthammad　b．　Mgsa　al　－Munaj　jimと彼の兄弟たち」とある
　　のに、このMuhammadや上記のIbn　Rustih中のMuhammadを前述のal－Khuwarizmiと見なして
　　いるようだ［Ya　‘kabi　Les　pays，　Calro：L’lns｛itut肱nga1s　d’a罫c説ologie　orie轟tale，1937，　P．59；ibn　Rzisteh
　　　Les　4tottrs　Preciezex，　Cairo：La　Sociξt¢de　960graphle　d’Egypte，1955，　P、91］。
（24）Kα1畷η｝y6’ガrnenvdisitn　ai－‘Arab，　Hyderabad：Da’irat　al－Ma‘arif　al－‘Uthman言yah，1956。アンワーは
　　folk　astronomyとも表現されるが、現存するアンワーの書には、　lbn　Qutaybaの作品のタイプの他に、
　　農事カレンダーのタイプー例、『コルドバ歳繕記』（10itt紀）一もある［Davld　A，　King，“As｛ronomy”，
　　Religion，　learning　and　science　in　the‘Abbasid　perlod，　p．275］。
（25）ad－D言nawariの書はIbn　an－Nadim［p．　78］に拠る。　al－Mas‘雌1磁硬1，　H，p．359］は、この書をIbn
　　Qutaybaが盗用したと言う。また、星学者as－S餓（AbO　’1－Husayn‘Abd　ar－R諭man　b．‘Umar　ar－R2z2、
　　986年没）［Kitdib　Suwar　at－kaivakib　atk－tha〃ndiniya　wa－’t－arba　‘乏n，　Beirut：D激al－Af鈎aレJadida，1981，
　　p．7］は、ad－Dinawariのこの作品を絶賛する。次に、　al－Asma‘iの書はIbn　an－Nad2m［pp55，88］、　al－
　　Mubarradの書はIbn　an－Nadlm［pp．　59，88］、　Aba　Ma‘sharの書はlbR　aR－Nad2m［p．　277］、　Thabit　b．
　　Qurraの書はIb鶏al－Ql照［p．　l　l9］、　lbn　Khurdadhbihの書はIbn　an－Nad？m［p．148］に、それぞれ拠る。
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　　アンワーの著者としては、その催、Mu’arrlj　as－Sadasi（Ab倉Fayd　Muqar司b．‘Amr　b．　al－Ha撤h、810
　　　年没）　［lbn　an－Nad？m，　p．48］、　an－Nadr　b．　Shumayl（AbQ’1－Hasan　an－Nadr　b．　Shumayl　aレMazi轟i　at－
　　Tamimi、8韮9年頃没）［至bn　an－Nadim，　p．52］、　lbn　Kunasa（Aba　Muhammad　tAbd　Allah　b，　Yahya、822／3
　　年没）［lbn　an－Nadim，　p．71：as－SOfi，　Szavar　al－k’ass・dklb，　p．7〕、　Ib照｛－A‘rabl（Aba‘Abd　All熱M面ammad
　　b．Ziyad　al－K醗、846年没）〔至bn　an－Nadim，　p．88；as－S館，　Si’war　al－kaxvdkib，　p，7］、　Mu卜ammad　b．
　　Hablb（AbU　Ja’far　Muhammad　b．卜肇ab言b　b．　Umayya　b．‘Amr．859160年没）［Ib轟an－Nadim，　pp．88，106］、
　　　ash－Shayb2n？（Abfi　Muhallim　Muhammad　b．　Hlsham　b．～Awfas－Sa‘d璽、862／3年没）　［lbn　an－Nadim，　pp．
　　46，88｝といった欝辞学関係の専門家や、文人al－Marthad2（Ab“　Ahmad　b．　B｛shr、9世紀後半活躍）
　　　［｛bn　an－Nadim，　pp．　88，129｝、星学者al－N　asan　b．　Sahl　b．　Nawbakh｛［lbn　tm－Nadim，　p．275］が挙げられ
　　る。言辞学関係の専門家が多く見られるが、彼らは遊牧民の言語や遊牧畏が伝える詩歌を主な研究
　　対象としていたので、同じ遊牧民の伝統的知識であったアンワーも敬り扱ったのであろう。
（26）この書は主に、占星術を使った雨の予測方法を記したものである［ed．　G．　Levi　1）elia　Vida，　Rivista
　　degii　Studi　Orientaii，正4，　Rome，1933～34，　pp．270～8蓋｝。その他、　Sahi　b．　Bishr（AbU‘嬢h搬蝕Sahl　b．
　　Bishr　b．　H3nf、9世紀前半活躍）のKa1－A〃n　tdr　lya－’r一砂肋ilrkと風S［lbn　aR－Nadim，　p．2741や、
AbO　Ma‘skarによるK．α1－Aintdr、va－’r－riydh　wa－taghayyur　al－ah、viya冒雨と風、空気の変｛儲や
　　K．Tabti　’i‘al－buldan　wa－tcavallud　ar－riydih掴々の本性と風の発生遇［lbn　an－Nadim，　p．277］も自然地
　　理を扱った作騒と考えられる。そして、al－Kindiにも、「気象に関する書簡J　IRな6’α蹴g動ムIshdq
　　α1一κ’η4∫ガNαavdidithα1ゾα桝y，　ed．　YOs縫f　Ya‘qOb　Miskuni，　Baghdad：Matba‘at　Shaftq，1965］があり、
　　Rosenthalに拠れば、弟子のSarakhs？にも「気象に関する書j　K．　ff　Ahdath　al－jawwという作品があ
　　るらしい揃掲書p．58］。
（27）al－Kindiの9海洋と潮汐S（「海洋と潮汐に関する書簡」？）［ai－Mas　L　C｝・di．　Tanb〃h．　p．51］は『潮汐』
　　（「潮汐に関する書簡」）［lbn　an－Nadim，　p．261］と、また、　as－Sarakhsiの匿海洋と山岳と河川の諸利
　　点gσ海洋と山岳と河川の諸利点に関する書簡」？）［al－Mas‘6dl，7如δ〃1，　p．5！］はat－Bihdir　｝va－　’！一
　　η妙励照一7ヅξδ61駐毎洋と諸水と山岳退（晦洋と諸水と山岳に関する書簡］）［al－Mas“adi，ノ～伽η〃，1，
　　p．148］やぽ山岳の利点垣lb龍a懸Nad言m，　p．262］と、　Pa　一一ではなかろうか。　Krachkovskyはas－Sarakhs；
　　の響海洋と諸水と山岳に関して』と軸岳の利点Sを同一作品とみなしている揃掲書，p．127］。な
　　お、Ibn　an－Nadiinのa1－・Fi／lristには、その他、　AbO　Zayd　al－A難s餓（83011年没）をはじめ、　A縦mad　b．
　　繊tim（84516年没）、　lbn　as－Slkkit（857年以後ミ斐）、　as－Sljistiln2　（863年頃没〉他による、雨や風、植
　　物などに関する書物が多数挙がっているが、著者たちの他作最から見て、書辞学的な内容のものが
　　大半ではなかったと推察される。例えば、AbaZaydによるKal－Matar　S雨遍［lbn　an－Nadim，　p．55］
　　や、ad－DfnawariによるK．　an－Nabdit　il植物圏［lbn　an－Nad言m，　p．78］は言辞学的な内容と言われる〔前
　　　者｝まShakirKhasbak，　Fガαムノま4917ア鍍ソααみ協アα捉ソα，　Beirしlt：1）ar　al－Kadatha，1988，　p．9。　毛麦者CまB．　Lewin，
　　　“Al－D？nawar言”，正ジ～H，　p．3eo］。
28）　Ibn　an－Nadim〔pp．96～991には、140近くの書名が挙がっている。しかし、現在知られているもの
　　は、K．　Jamharat　an－nasab［Escorial　L1brary所蔵のMS．　Arabe　1698や、　British　Museum所蔵のMS，
Add．23297；Weraer　Caskel＆Gert　Strenziok，　Gamkarat　an－Nasαb　des伽ol－Kαlbi，2vols，，　Leiden：旦，
　　J．Brill，　i　966］とKal－Asii6M　［ed．　Ahmad　Zakt　BdSh灸Cairo：Dar　al－Kutub　al－Misr？ya　！924］　とK．
　　Ansab　a’－khayl．f｝　’1－Ja／iiiiYa　iva－・’1・・isidnnwa－akhbdr－hd［ed．　Lcvl　Dclla　Vida，　Leiden：E．　J．　Bril1，　19291な
　　ど、極めて少数である。
29）　K．八∫鷹舳’αム〃π’訥！⑳ノ2’たhtirdq　al－afdq　（al－／drisi　Oρus　geogr’apliicum）、　ed．　A．　Bombaci，　et　al．，　Naples：
　　lstituto　Universitario　Orientale　dl　Napoli＆Rome：Istituto　ltaliano　per　il　Medlo　ed　Estremo　Oriente（以下、
　　この版をOpllsと略記），　Fasc．1，1982，　p．43；」．　H．　Kramers，“［）jugl｝rafiya”，　Encyclopαedia　of　lsla〃n
　　（以下、Eズと略記），　Supplement，　Leiden：E．J．　Brill．1939，　p．63；c£Krachkoysky，前掲書，　p．121。
　　ただし、al－ldrisSはHassan　b．　al－MundhirのKitdb　al－　‘Aj’d　Vbと記しており、この人物が・1§n　al－Kalbiと
　　は別人の可能性もある。また、Yliqatに拠れば、　Ibn　al－KalbiはArm補yaのBuhayrat　Khilatをfこ
　　の世（ad－Dunya）の奇事の一つ」［Mu　Y’a〃n．9，p．　458］あるいは「アルメニアの奇事の一つ」
　　［Miijam，1，p．　513〕と言ったとあるが、この記述は解4奇事集渥と関係があるのだろうか。そし
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　　て、Ibn　an－Nadim［p．97〕に従うと，　Ibn　al－Kalbtは「国々のakhbdr（歴史的情報）に閲する書物」と
して、響蟹々．gという大小2作品、　il河川毒、響4奇事集避の他、　K　TaSiniyaf　man　bi－’1－Hij’tiz　lnin
　　α加ゴα1－‘ルα脛ヒジャーズにいるアラブ諸部族出身者の命名2、K．9js〃nat　al－artiayn嫡地の分割毒、
K，al－Mirat　Kアル薫ヒープg、　K．　Mandir　al－・　￥aman　Kイエメンの道標3、　K．　Aswdiqα1－’Arab　Kアラブの
　　　諸甫場』、K．　al－Agdlftn睡者イクリーム　（地方？期、　K　al－Nirat　iva－tasmiyat　al－biy　‘　wa－’d－diydrdit　iya－
　　nasab　ai－‘ibddiyin『アルmヒーラ、教会と家屋との命名、イバードたちの系鴎の、計llの作品を
　　著している。また、このWで後述するが、YaqatのiVuY’am（註55）に拠れば、　K．　Jshtiqaq　al－bulddn
　　『国々の語源Sという作品もある。更に、lbn　an－Nadim［p．97］は、「akhbfirと夜話に関する麹と
　　　して、K．‘Aノ励面1一加餅晦の奇事Sという作品も挙げている。ちなみに、　Abガ1－‘Anbas　a＄－Saymari
　　　（888年以前没）も、Ibn　an－Nad2m［p．玉52｝に従うと、同名の書を著したらしい。
30）Ckarles　Pellatは193作品を挙げている　［Ga藝iziana燈．　Essai　d’inven｛aire　de　1’ceuvre　gahizienne，　Arabica，
　　　3，　1956，pp．149～80］。
31）　Kitab　al－Buldan，　ed．　Salih　Ahmad　ai－‘Al言，ノ吻冨1α’Kzdllyat　al－Addb，　Jdtnl　‘at　Bag／iddd，12，1970，　pp．
　　439～506（テキストpp．462～506。但し、テキストの基になった写本の一つ、　MS．　Brit．　Mus．　or．3138，
　　foll．199a～2茎9aは、　K．　Fi　’t－avvtdn　wa－’1－bzdddn寳祖国と諸臨の題名を持つ）；al－Awtan　wa－’1－buldaR，
　　ed．‘Abd　as－Saliim　Muhammad　H会rafi，　Rαs6’il　al－　Jdihiz，　vol．　IV，1979，　Cairo：Maktabat　al－K顯懇g盆，テキ
　　　スト　pp．109－－47；Kitab　al－Amsar　wa－‘aj　a’　ib　al－buld含n，　ed．　Ch．　Pellat，　al－Mashriq，60，　Belrut，1966，
　　pp．169～205（テキストpp．171～205。　MS．　Brit．　Mus．1129に基づく）。タイトルはいずれも異なるが、
　　テキスト自体はほぼ同～である。Pellatはal－3ahizの193作品を挙げる際、1（itab　al－Amsar　wva－　‘aJ’d　’ib
　　al－buldanをKitab　al－Bulddnと同一のものとして、前者でなく後者Kitdib　al－Buiddinを作品数に入れて
　　　いる　［Gfihiziana皿，　pp．151，54］。また、‘Abd　as－Salam　Mukammad　H激a編ま、　ai－Awthn　3ya－　V－bitidtin
　　　lrk　al－Amsar　wa－　‘aj’di　’ib　ai－bulddnとも呼ばれると注記しているこRasdi　’il　ai－」励hiZ，　Vo｛，班，1979，　p，　xi］。
　　おそらく、Yaqatがal－J頷izの著作として挙げるlltw々の謝［M！穿α〃z，　II，　p，593；K！rsh4dai－arib
　　ildi　，na‘rifat　al－adfb，　ed．　D．　S．　Margoliuth，　L◎ndoR　：Luzac＆Co．（以下、この版を／rshdidと略記），
　　vol．　V亙，2nd　ed．，1931，　p．77］、　al－Mas‘9dlが挙げる鰭者都市と国々の奇事との書週［Mz♂吻，1，p．206；
　　Tanbll？，　p．551、　al－Muqaddaslやan－Nuwayriが挙げるKitdb　al－AMSar　ll諸都市の書覇［al－Muqaddasl，
　　BGA，亜，　p．　4；afi－Nuwayr宝，」Wゆα’α1－arab／ifunitn　at－adab，　vol．1，Cairo：Wlzarat　ath－Thaq含fa，1954，
　　p．　371］、1bn甑wqa1が挙げる「諸都甫（al－amsdr）の知識に関する貴重な書」［K　Sz7アαrα1一α厩ed．
　　　J．　H，｝くramers，　BGA，　voL　E，1938，　p．372］、更にはath－Tha‘al　ibfが挙げるKhasd　’　is　a1－bzdddin罫国々
　　　の特徴gIThim6r　al－g■lttb　fi　7－mudaf　it・a－’i－mansi？b，　ed、　Muhammad　Aba　al－Fadl　lbrahlm，　Cairo：D蝕
　　Nahdat　MiSr，1965，　pp．411，438］は、いずれも同じものか、類似の内容のものではなかろうか。な
　　　お、al－Jahizの冨動物』（ed．‘Abd　as－Salam　Muhammad　9argR，8vols．，　Cairo：Maktabat　Mustafa　al－Bab？
　　ai－8a｛ab言wa－Awlad墨，1944－69）やal－Nanin　ii6　a｛－cavVan　＃ge郷圏（cd．‘Abd　as－Salam　Muhammad　｝｛会r曲，
　　Rasdi・’il・al－Jdihiz，　vol．　ll，1965，　pp，380－－412）などにも、この掴々S中の記事と覇一あるいは類似
　　のものが幾つか見られる。
32）掴々渥は、Y会qOt［μz4ブα’η，1王，593］に拠ればad－D1mas鵜、また、　ath－Tha‘alibt［加蔽’ゲα1一ηzゴ6癌
　　　ed．　lbrAhim　al－Abyar言＆Masan｝（am“as－Sayrafi，　Cairo：Dhr　Ihya’aレK縫tub　al－‘Arabiya，1960］　に拠
　　ればa1－Yaman［pp．　166～671やal－Bahrayn［pp．230～31］の記述を含んでいる。
33）YOSttfai－HadiはIbR・al－Faq言hがr動物を利用したとするが、この『国々Aに関しては言及していな
　　　い　［lbn　al－Faqih，　Kttab　ai－Buldctn，　ed．　Y倉sufal－Kfidi，　Beirut　：‘Alam　al－Kutub，1996（この版をBeirut
　　版と略記），p．15］
34）Yaz（ljlrd　b．　Mihmandar　al－F袋risi，　Fada　’ii　Baghddid　a1－　Llrdiq，　ed．　MSkha’il‘Awad，　Baghdad：Matba‘at　ai・・
　　Ma‘arif，1947，18pp．，　cf．　lbn　al－Faq言h，　Beirut版，　pp．317，339（Yazdijird　b．　Mihbandad　al－Kisrawi）：
　　　Yaq飢，　Mu‘jam，1～なpp．445～46　（Yazdijird　b．　Mihyandadh　al－Kisrawl）；Ibn　an－Nad璽m，　p．128（Yazdijird
　　b．Mihnabdan　al－Kisraw1）。　Franz　R◎senthalは、　as－SarakhstにもYazd聴dと同様、バグダードの美点
　　に関する著作があると言う［Ah〃zad　b．認勧・’わαε一諏rα175f，　New　Haven：Amcrican　Oriental　Society．
　　　1943，p．591が、　Yaz（敏dはas－Sarak’hslによるこの飴da’｛i護を利絹したのではなかろうかe　cf．　lbn
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　　al－Faqlh，　Beirut版，　pp．　326－－27。また、　Ibn　Tamm浅mの作品はIbn　an－Nadim［p．110】に拠る。そし
　　て、‘Umar　b．　Shabba著のK．　Fadd’il　al－Basraという存在は、　Salah　ad－1）in　al－MunaSidの説に拠る
乱Fαda　’ii　ai－Andat”s・～iα一α配癩1三一’bn　Hazm　wa－’bn　Sα‘id・vα一’s勲一s｝達αq照礁Beiruv　D｛lr・at－Klt｛拠崩a㈹，
　　1968，pp．1～ll］。　c£　lbn　ast－Nadim，　p．　l　l2。このS．　aレMun鋤ldはfada’il書の中に、　A擁‘Abd　ar－Rahman
　　al－Haytham　b．　‘Adt（823年没）ig’‘」Fakhr　aht　ai－Kiifa‘aldi　ahi　al－BaSra　fバスラ住民に対するクーファ
　　住民の誇り』という作品も挙げている［上掲書，p．　vii］。
35＞　（Relation　de　la　Chine　et　de　1’lnde）　e（1．　＆French　tr．　jean　Sauvaget，　Paris：Soci6t6　d’6dition　‘‘Les　Belles
　　Lettres”，1948，テキストpp，2～27。なお、この作品の賢頭に1度だけ「商人Sulaymanが語った」と
　　いう記述が登場する［ed．　J．　Sauvaget，　p．7］ので、この人物を作者とする説がある。また、　Ibn　al－
　　Fa磯も商人Sulaymanという名を挙げている［BGA，　V，　pp．11－－13；Beirut版，　pp．66～68］。そして、
　　次世紀にAbfi　Zayd　as－Slrafiがこの作品に補遺を付け加えたものをまとめるが、　Parisにあるその全
　　体の唯一の写本は、写字生によってSllsilat　at－taw飯kh『歴史の鎖2というタイトルが付けられてい
る 　tS｝1silat　at－tdivdrSkh，　ed。　L．　Langles，　Parls，18玉1；（Re　Sation　des　vの，ages＞ed．＆French　tr．　M，　Reinaud，
　　　　1）aris，　1845］。
36）Ibn　Khurdadhbihが利用したという見解は、　J．　Sauvagetに拠る［Reiation　de　ia　Chine　et　de　l’lnde，　pp．
　　xxiii・－xxiv］が、」．　Sauvagetはその催、　al－BirOniもこの坤国とインドの情報S利用しているとする
　　　［lbid．，　pp．　xxvi～xxvii1。なお、商人Sulaym2nの他、　Ibn　Wahaわ　al－Qurash？（男ij名、　Ibn　Habb註r）が870
　　年以降、al－BaSraからSirafを経て、海路aS－Si薮のKhanfa（広州）に至り、その後、　Khumddn（長
　　安）で墨帝に会見したという話が、後述（VI）するAbきZayd著坤国・インド情報S補遺［Sulayman
　　at－丁蔀r＆AbG　Zayd　as－S言rafi，オ〃め6アαs－S〃2鞍ノ1一κ加ゴ，　ed．　Ibrahim　Kkgr言，　Beirut：Dar　al－Mawsim
　　Ii－1－1‘lam，1991，　pp．65～70］や、このAbaZaydに拠るa1－Mas‘adiの購金の牧場と宝石の鉱由S　［lbn
　　Habbdrとして、み4Zf吻，1，pp．168～73］に記されている。
37）　lbn　Dihy＆K．　al－Mu　trib　min　ash　‘dir　ahl　al－Maghrib，　cd．　Mustafa‘Awad　aトKarim，　Kharteum：Matba‘at
　　Mlsr，1954，　pp．125ぼ，130ff．［DuRlop，前掲書，　pp．　161・－62，311］；K．　al－Mutrib　fi　ash‘　dr　ahl　al－Maghrib，
　　Cod．　Mus，　Brlt．　Or．　77［L｝　fol．104v．～Ill［Rerujn　Norrnannicarumfontes　Arabici，　ed．　Alexander　Seippel，
　　　fasc．　II，　Oslo，　1928，　pp．13～20］。　al－Ma（lqari，　K．　Nalh　af＿fib　min　glitisn　al＿Andalus　ar＿ratib
　　　iS・a－dhiknvazfr・lid　Lisan　ad－L）fn　bn　al－・Khaffb（Analectes　sur〃τistoire　et　la　titt6rature　des　Arabes　d　Espagne），
　　ed．　R．　Dozy，　G．　Duga重，　L．　Krehl　and　W．　Wright，　vel．1，Amsterdam：Oriental　Press，1967，　pp．630～31。
　　更にal－Maqqar2［上掲書，1，　p．223｝に拠ると、この人物はこのノルマンとの交渉の旅より前に、
　　840年頃、やはり外交使節としてビザンツ皇帝丁藪1“s（Theophil）との平和条約締結のためにコン
　　スタンティノープルも訪れたらしい。また、al－Mas‘9di［漁吻，1，pp．258～59］に拠ると、コルド
　　バのKhashlchdshと呼ばれる男（ノルマン人との戦闘で859薙に死んだと言われる船乗りか〉が他の
　　著者たちと、特別に膳装した船団を組んで、周海（al－Bahral－muh言t）に遠征に出掛け、豊かな戦利
　　晶を持って帰って来たと伝えられる。
38）Ibn　Kh疑rdadllbih，　BGA，　V1，　pp．　i　62～70（往路に16カ月、復路に12カ月）；IbR　Rustih以下はほとんど
Ibn　Khurdadhbihに挺っている。De　Goejeは彼らが万里の長城まで行ったと考えた［」．Marquart，
　　Osteuropaisclie　und　ostasiatische　Stifie　ifziige，　Leipzig，1903，　p．86，　n』が、　A．　Zeki　Validi　Togara　｝a彼ら
　　は天由東部のKuljaの北にある鉄門Talkaに至ったのだろうという晃解を示す［lbn　FadlaAn　’s
　　　Reisebericht，　Abhandlungen　fUr　die　Kunde　des　MorgenlaRdes，24－3，　Leipzig：Deutsche　MorgeRl註ndische
　　Gesellschaft，1939，　p．196n］。その上で、　KrachkovskyはDerbandの有名なカフカスの堰は見たこと
　　は疑いないと言う揃掲書，p．140］。類似の探索の旅として、前記（1旺）の占星術師（muRaiiim）
　　Muhammad　b．　Masa（？Muhammad　b．　Masab．　Shakir）によるar－Raqfmの洞窟を探す旅がある。な
　　お、al－Muqaddasi〔BGA，巫，　pp．153～54］に拠れば、　ar－Ra頃田の洞窟探索は、すでに前世紀の720年
　　　に、Muj　ah　id　b．　Yaz言dがKhalid　al－Baridiと共にコンスタンティノープルやアモリウムを訪れた後、
　　　行なっている。また、yaqgt　E勧〃α’η，　ll，　PP．　806－－07］も、前述した‘lbada　b．　as－Sfimitが、コンス
　　　タンティノープルへの旅（後世の作り話か）の途中にar－Raqimの洞窟を訪れたという話を挙げて
　　　いる。
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39）　V．Minorsky，　Sharaf　al－Zamdin　T賎hir　Marvazi　on　China，　the　Tt｛rks　and　／ndla，　London：The　Royal　Asiatic
　　Society，1942，　pp．125～27，142～43］。なお、　lbn　Rustih［BGA，靱，　p．132］が記す、9世紀初頭［V
　　Minorsky，　Hud！－id　al－　‘Alam，　London：Luzac＆Co．，1937（以下、この書をHμ4z74と略記），　P．236］、
　　クメールに2年滞在したというAbQ‘Abd　Allah　Muhammad　b，　Ishtiqによる情報を、　V．　V．　Barthold
　　は、lbn　Rustihだけでなくlbn　Khurdadhbih他の地理著作家にとってもインドに関する基本ソースと
　　みなしている［V．Mjnorsky，　Hud7d，　pp．　26－・27］。また、　a琶drisi［（）pus，1，p．　661に拠れば、カリ
　　フH激蝕ar駅a謝d（在位786～809年）のee　lbrahim　b．　al－Mahd？（839年没）がそのk“　K．　at－　Tfb播り渥
　　の中で、兄のカリフが竜誕香の正体を探るためにイエメンへ人々を派遣し、彼らが半島南部住浸に
　　よる情報をもたらしたと述べている。
40）　このMuslimなる人物は、845年にキリキアのLamis（Lamus）川でビザンッの虜囚から解放され
　　　［Krackkovsky，前掲書，　p．149；Adam　Mez，　i）Se　Renaissance　des　lslatns，　Heidelberg　：　C．　Winter，1922，
　　p．264］、al－Mas‘adi［Tanbfli，　pp、257～58］に拠れば1ビザンッの皇帝・貴族たちやビザンツの街道・
　　領域に関する諸作晶を著したらしい。cf．　lbn　Khurdadhbih，　BGA，　VI，　pp．105～08，；Qudama，　K．　a1－
　　KharSJ’　vva－san　‘at　al－kitab＆ed，　M．」．　deGoeje，　BGA，　V至，　p．259。また、　Ibn　Rustih［BG八畷，　pp．119～32］
　　　やa1ρazw鍼［A　t｝idral－bildid（Zaharija　Ben　Mt｛hammαd　ei－CanviniSKosmographie，　vol．　ll），ed．F．W8stenfeld，
　　Gbttingen，圭848，　pp．397～99，406～07｝に拠れば、ビザンツとの戦争で捕虜になったHaran　b．　Yahya
　　なる者が、900年壊、コンスタンティノープルの他、サWニカを通ってローマなども訪れたらし
　　い。その他、9世紀における陸路の旅行としては、Ibn　al－Faqih［BGA，　V，　pp涯37～39；Beirut版，
　　pp．183－－85］が記す、814年以前の‘U糾濫ab．撫mzaによるコンスタンティノープルへの使節旅行
　　や、Ibn　al－Faqih［Beirut版，　pp．637～39］やYaqRt［Mu　Y’am，1，p．840；正V，　p．823］が明記し、
　　lbR　Khurd含dhbikやQudamaも利用したと考えられる［V　Minorsky，“Tam2m　ibfi　Bahr’s　journey　to　tlie
　　　Uyghurs”，　Bulletin　of　tke　School（of　Orlental　and　African　Studies，　12，　Lendon，1947～8，　p．276］、　82玉年頃
　　のTamim　b．　Bahr　al－Muttawwi‘i（中央アジアのイスラーム辺境地帯の兵±か）による、おそらく外
　　交使節としてのウイグル旅行（オルホン河畔にあるウイグルのes）　Kharabalghasunを訪問〉もある。
41）　玉bn　Khurd註dhbihは、儲道と諸麟だけでなく、　K．　at－Lalnnya－’1－maldhf　＃娯楽と楽器』（ed，　Ig㎞籠yas
　　‘Abduh　Khalifa，　al－Mashrlq，54，196G，　pp．129～67）や、前記（註25）のKal－A’zwdi　’の他、至bn
　　an－NadSm〔p．149］に拠れば、　K．　Adab・as－5a帽‘『聴取作法』、κat－Tabikh購懲など5作品（大
　　宮入としての嗜みを扱う〉、更には、at－Mas‘ad？　IMurflj，1，p．　14］に拠れば、大世界史一屡Bakriが
　　9諸道と諸国囲の序としての歴史記述に利用一も著した。なお、彼の没年に関しては912年頃という
　　説もある。
42）　（Liber　vjarusn　et　regnorum＞，ed．＆FreRch　tr．　M．　J．　de　Goqje，　BGA，　vol．　VI．1889，テキストpp．3～183。
　　　2稿があるというのは、De　Goejeの説［lbn　Khurdadhbih，　al－Mas41ik　wa－’1－mamdlik，　BGA，　W，　p．　xx］
　　に従ったものだが、i．　Marquartは885年頃の稿しかないと言う［前掲書，　p．390］。また、　Dc　Geeje
　　は現荏に伝わるものは要約本だという説をとる［上掲書，p．　xvii］が、　Ibn蝕Faq顎やlbn　Ri」stlhな
　　どがlbn　Khurdadhbihからとして引用する記事は、より完全なテキストであり、　Ibn　Khurdadhbihを
　　利用したと明言する、al－ldrts言他の後世の地理書執筆者たちの記述から推測すると、この説は妥当
　　だと思われる。
43）Ibn・al－Kalb2からは一1　al－Failajaの町々に関する奇事（アジャーイブ）、　al・・Jahizからはat－Tubbatチベッ
　　　トでの喜笑ほかのアジャーイブを引用している。また、第4部ではMuslim　b，　Ab言Muslim　al－Jarmi
　　によるar－Ramや、占星術師Muhammad　b．　MOsfiによるar－Raqimの持ち主たちなど、第7部では通
　　訳SallamによるY顛唖とMajajの堰などに関する、すでに触れたようなアジャーイブを載せてい
　　る。しかし、この書はこうしたアジャーイブを含んでいるとはいえ、「国々の奇事の学」ではなく、
　　あくまでもイスラーム圏という枠組みに沿い、その圏内に焦点を当てた「諾道と諸国の学」の作品
　　である。
44）　J．H．　Kramers，“L’　infi　uence　dc　la　tradition　iranienne　dans　lag60g罫aphle　arabe”，　Analecta　Orientalia，　vol．1，
　　Leiden　：E．　J，　Brill，1954，　pp，韮49～50。また、上記のギリシア系統のコスモグラフィー共々、前述
　　のllも参照。
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45）これら葬ムスリム商人に関する記述は、Moske　Gil　l“The　Radhan　ite　Merchants　and　the　Land　of　Radhan”，
　　　Journal　of　the　Economic　and　Sociα1　Histoりy（2ズ〃7e　Orient，17，1974，　PP．299～328］や、　Fyanciszek　Kmictowicz
　　［“The　temm　ar－Rdiddiniya　in　the　work　of　lbn　Hurdadbeh”、　Folia　Orientalia，11，1969，　PP．163～73｝他、多
　　くの研究者に利用されている。
46）　al－Ya‘qSbtによる利用はBartholdの説［Minorsky，　Hudad，　P，14］に従う。　al－Bakr？はlbn　Rustihを通
してIbn　Khurdadhbihを利罵したのかも知れないtKitdib　al－Masdtik　wa－1－Manπdlik　ll－Abi‘Ubayd　aE一
　　　Bak，・f，　ed．　A．　P．　van　LceuweR＆A．　Ferre，　vol．1，Carthage：ad－Dar　al－‘Arabiyali－1－Kitab，1992，　p22］。
47）　al－Khazzfizの書はlbn　an－Nadim，　p．105：Y含q自t，／rsh6d，　vo1．1，2ad　ed．，1923，　p．　4e9。　al－Marwaガの
　　書はlbn　an－Nad2m，　p．150：Yaqat，　irshad，　vel．　ff，2nd　ed．，1925．　p．400。　as－Sarakhsiの書はlbn
　　an－Nadim，　P．262。そして、　al－Mas‘Udi［Tanbih，　P．751はこのas－Sarakhs2の作品を「諺道、諸国、
　　海洋、河川、国々の情報などに関する良書」と述べる。また、Yaq飢［MujaM，1，pp．
　　　　蚕77～78，179，20茎，254，341，399，453，553～54，571～72，864，H，pp．33茎，354，445，589，592，73蓋～32，734，750～51，亜，
　　pp．33，526，　W，　pp．240，787～88，962］1こ見られるas－Sarakhs言からの引用を、　Krachkovskyはas－SarakhsS
　　の？諸道と諸国』と考える［前掲書，P．128］が、　F．　Rosenthalは、賭蓋道と諸国』ではなく、
　　al－Mu‘tadidの遠征に関するar－Risdila　T報告濁とする［前掲書，　pp．59，62～80］。なお、　lbn　an－Nadlm
　　［p．ll4］に拠れば、　Wak言‘　al－Qadiなる言辞学者に、　at－　「artgぽ街道渥あるいはan－Nawdhi『諸地域君
　　という、国々や諸街道の情報を含む未完成の書がある。
48）　彼はal－Ya‘qabiという名の他、1bn　Wadih、あるいはAhmad　b．｛Abi｝Ya‘qab、あるいはAhmad　a｛－
　　Katibという名でも知られ、没年に関しては897年説や905年説や907年説などもある。また、彼を
　　シーア派と考えるのが通説であるが、シーア派かどうか分からないという見解［Madiouf’Abd　al－
　　M創ik　al－Farr浅，“A　Crltical　Sdl£ion　of　Kit盒b　al－Buldan　by　a1－Ya‘qAbS”，　Ph．1）．　thesis，　University　of　Exeter，
　　1981，pp．9～lo］もある。そして、￥aqgt〔勲〃αη，　L　222］はlbn　wadihがアルメニアの王たちの
　　書記をしていたと述べるが、al－Ya　‘qabiの著作には、天地創造からアッバ～ス朝カリフal－Mu‘｛amid
治世下の872年までを扱ったTa　’rikh響歴史晶〔lbn陥励11｝gui　dicitur　al－Ja’qubl，　Historiae，　ed．　Th．
　　Houtsma，2vols．，　Leiden，1883］という作晶一後（このIV）でも触れる一をはじめ、計4点の歴史書
　　があったらしい［a1－Far蛾前掲論文，　p．16〕。
49）　ed．　M．」．　de　Goeje，　BGA，　vol．　VII，1892，テキストpp．231～373；ed．　Muhammad　Sadiq　Al　Bahr　al－
　　‘U10搬，　Najaf：a1－Matba‘at　aレ魏ay6ariya，1952，テキストpp．2～126．。なお、　al－ldr？si［Opus，　fasc．　IV，
　　　1974，p．383］やAba　’1－Fidfi’［K．　TaqwiM　al－bUldtin（前記の註14），　p．　226］やal－Qalqashand1［Subh
　　al－a‘sha．il　sindi‘at　ai－inshdi　’，　Cairo：Wizdrat　atk－Thaqafa，　vol．　H，1963，　p282］はこの書を賠蒼道と諸
　　国毒、yaqOt［lrshad，　ll，　p、157］はK．　Asrndi’al－bulddn『国々の名蕩と呼ぶ。また、執筆年に関し
　　ては、891年説もある［Dunlop，　tWtS書　p．　i　63；Ahmad，前掲書p．60］。
50）
5i）
52）
53）
A．　MiqBel，前掲書p．　lll
MariaKowalskaは、以下、　Ibn　al－Faqih、　lbn　Fadlan、　AbO　Dulaf（pt　Risd｛a）、　al－1stakhri、　lbn　Hawqal、
al－Muqaddasi、　al－Bakr言（K．　al－Masd！ik　wa’7－mamaAlik）も含めて、　al－Qazw言niの『諸岡の古跡と信者の
情報ヨに見られる引用は、YfiqOtのガ諸国辞典醤から借用されたものであると言う［“The　Sources
of　al－Qazxy？Ri’s　Athdr　al－bilad”，　Folia　Orientaliα，礪，1967，　pp．59～70］。また、　Ibn　ash－ShihnaはIbn
ShaddfidのK．αム浸‘ldq　al－khatir’a　．fT　dkikr　umard　’ash－Sham　wa－’i－Jaziraを通した間接的な利用であろ
うか　tKeik◎（）kta，　The　History（｝f　Ateppo　Kno“，nαsαd－Durr　al－・Muntakhab　by　Ibnαs｝1－Shihnα，　Stadia
Culturae　Islamicae　40，　Tokyo：ILCAA．1990，　p．174｝。更に、　an－NuwayriもMuhammad　b．　Ahmad　at一
Tam言mi（10世紀後半活躍）のK．　jayb　al－　’an’iS　xva－rayhdn　aii－nufitsを通した間接的な利用と考えられる
［BGA，　V翌，　pp．364，366～70｝。
Ahmad　al－BarqSの書はlbn　an－Nadim［p．221｝に拠る。なお、このAhmadの父Aba‘Abd　Allah
Muha盤mad　b，　Khalid　al－Barq言（9世紀初期活躍）も国々の記述を含む作贔を著したらしい［lbn　a轟一
Nadim，　p．221］。また、　ad－Dinawar？の書はIbn　an－Nadim［p．78］に拠れば、大著であったらしい。
Hamad　a1－3asirは、　al－Bakriの灘読地名辞典S中に見られるアラビア半島の範囲に関するal－Karbi
からの長い引用がこのK．al－Manasik中の記述と同じであることなどを根拠にして、この書が
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西懸9・10世紀のアラビア語地理文献について一人文地理を中心に一（1）
a、一犠斑bミ作だと考える 覧K，ai－・Mandisik　usa－amdkin　tur“q　al－haJ’j　；va－ina’dlim　ai－Jazira，　ed．　Haaiad　al－jdsiT．
　　　Riyadh：Dhr　al－Yamfima．1969，　pp．268～70］。
54）　ed，　Hamad　al－jasir（上註53），テキストpp，281～657。なお、玉bn　afi－Nadlm£pp．231～32］に拠れば、
　　al－Harbiには多数の人から集めたハディース（聖伝承）に関するK．　Gharfb　ai－hadltk－－al－Bakrlが
　　冨難読地名辞典Sの中で利用か一という作品ほかの著作があり、Hamad　al－J蝕rは、　al－Harbiの著書
として、このKal－ManδsikとK．　Gharib　at－hadithを含めて玉7作品を挙げている［上掲書，　pp．22ト39｝。
　　　［以下の註は次回に掲載する。］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000．玉O．13受理）
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